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社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

「日本建築協会80年史」

A 4判 ' 240頁・並製本

1999年7 月に発刊した「日本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いご要望により、増刷頒布することにいた しました。

大正 6 年 3 月3 0日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4半IJ ・240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ 1建築と社会J の 変 遷 /

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc.

とくに、協会草創期の大正- 昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバと当時の大阪市長 ・関 との交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のフ.口フィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一・池田 賓 ・波江悌夫 ・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正 ・葛野1士 郎・横漬 勉・

松本高象・宗 兵 蔵・園部文雄・日 高 併・野村一郎・古宇田 賓・

松室重光 ・松井貴太郎 ・安井武雄・中津誠一郎 ・坂 静 雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎 ・竹中錬ー・鷲尾健三 ・松村雄吉・

横尾義貫・足立 孝)

・座談会「戦中から戦後初期の協会活動」一尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬 ・佐野正一 ・償尾義貫 ・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  *  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 圃執筆ワーキンググループ

干540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイズ・マ一卜ビj レ7階B室

TEL 06- 6946- 6981 F，ω( 06- 6946- 6984 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3，000円( 税・送料込み)

・80年史編纂委員会

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安 達 英 俊 / 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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日本建築協会

& 血

冨回

2005年建築関係団体

関西建築界恒例行事として 、日本建築 ダイヤモンドホール T EL. 06-6946- 6981  

協会、大阪府建築士会、大阪建築士事 大阪市都島区網島町9- 10 FA X.06- 6例o - 6984

合同忘年懇親会

2006年

建築関係 14団体

合同新年交礼会

第5回読者と選ぶ

「建築と社会J 賞

実施要項

Ｒ ＰＰ Ｔ 年 Ｑ 月 ｾＱ Ｒ 月 号

Ｒ ＰＰＵ 年 Ｑ 月 ｾ ＱＲ 月 号

を対象!こ!

務所協会、日本建築家協会近畿支部関 T EL. 06 (6356)  1111 * 郵便振替の場合は 、下記口

係者が集い、忘年懇親会を開催し親交 ' J R東西線「大阪城北詰駅J 座にご送金をお願いします。

を深めてまいりました。 西口すぐ 口座名 (社) 日本建築協会

本年は日本建築協会が当番会として下 - 京阪 「京橋駅j より西へ 口座番号∞910- 9-39975

記のとおり開イ寵することになりました 徒歩10分 お願い ①出席者名簿の作成のため、

ので、会員各位の多数のご参加を頂き 参 加 者 お0名予定 申し込みの際に氏名 (ふ りが

ますようご案内申し上げます。 会 費 6，000円 な) ・勤務先をお知らせ下さし、。

日 時 平 成17年12月14日(水) 申込み 11月21 日(月) までに、会貨を ②申込者で11月22日(火) まで

午後 6 時- 7 時30分 添えて 日本建築協会事務局 ま に欠席のご連絡がない場合は

会 場 太 閤 国 迎 賓 館 でお申し込み下さい。 会費のご負担をお願いします。

日 時 平 成18年 1月4 日(水) 会 費 5，000円 (当日欠席されても 共 催 (社) 日本建築協会

午後 2 時30分- 3 時30分 会費をいただきます) (社)大阪府建築士会/ ( 社) 日本

建築学会近畿支部/(社) 日本建

築家協会近総支部/ 大阪建設

業協会ほか 9団体

会 場 都 ホ テ ル 大 阪 ・浪速の間 申 込 12月 5 日( 月) までに会貨を

大阪市天王寺区上本町Eト1- 55 添えて最寄り団体にお申し

参 加 者 飴0名予定 込み下さい。

問い合わせ先/ 日本建築協会総務課 TEL 品 6似 6-6981

- 賞の趣旨

「建築と社会J という本誌の趣旨にふ

さわしい社会性 ・環境などに配慮した

有意義な建築作品や建築にかかわる論

文 ・記事などを顕彰する。選考にあた

っては 、会員の声を反映し、広く聞か

れた賞とする 。

・選考対象

本誌「建築と社会J 2004年 1 月 号 ~

12月号、及び2005年 1 月号- 12月号

に掲載された作品及び個別の論文 ・記

事などを対象とする 。( 0 0年O 月号

掲載の論文 ・記事名友ぴ同執筆者名を

明記の上、ご投票ください)

.  r作品作風頁J 欄掲載の建築作品

.  r本会支部作品頁友びそれに準ずる

作品頁J 掲載の建築作品

.  r特集頁J 1000号言捻」掲載の論文・

記事ーただし特集頁全体は選考対象

RE PORT、書評など) FA X  (06-6946・6984) で投票されたも

.  r実務の頁」の論文 ・記事 (法令コ のの中から 、 「作品J 及び「論文 ・記

ーナ一、構造の頁、設備の頁、新建 事j を編集委員会において各部門 10

材の頁) 点程度を選出。これを第二次審査対象

・賞の部門 とする。

・作品部門 1 - 4 点 ・第二次審査

・論考部門 1- 4 点 第一次選考を通過した選考対象 (作品

. 選考方法 部門) について 、該当者に説明資料を

会員読者による第一次審査を経て 、選 求めることがある。

考委員会による第二次審査にで決定す * 説明資料内容

る。 ①写真 5点以内②図面 5点以内③周辺

. 2005年度の選考委員 環境との景観的調和がわかる資料とし

井 上 豊 (財団法人日本建築総合試験 て任渇以外の写真、図など計 5点以内

所常任理事所長) ④設計趣旨 (A#l J1枚以内)

徳矢典子 (弁護士、徳矢兄妹法律事務 * 説明資料提出期限

所)

柏木浩一 (兵庫県立大学環境人間学部

教授)

鈴木克彦 (京都工芸樹世大学院助掛受、

2∞6年 2 月末日

・発表と表彰

作品部門は建築主、設計者、施工者の

中の代表者に賞状(記念楯) を贈呈する。

としない一 編集委員) 論考部門は執筆者 (複数の場合は代表

本号 P32、33に、 2004年と2005年の「建築

と社会j 内容一覧を掲載しました。ど参!!1日

下部、

「シリース買J r割高頁J の論文 ・ 園第一次審査 者) に賞状(記針盾) を贈呈する 。

記事 (gall ery、建築の娘、研究最前 下記の読者アンケー卜様式によ って、 入賞者は本人に通知するとともに、 「建

盟 主 主 主 、設楽貞雄外遊日記 、 e- mail: ken- s ha @a aj .or.jp または 築と社会J 2∞6年 6 月号で発表。

「建築と社会」賞

読者アンケート

送付先

( 社) 日本建築協会

FAX06-6946- 6984 

e-mail :  ken- sha@ 

aaJ .or.Jp  

* アンずーラインはE∞4年1- 12月号掲' 自分

「建築と社会」 では読者の方唱のご意見を参

考に、充実した誌萄づくりをめざしております。

2004年1 - 12月号、2005年1 - 12月号で、とく

にょいと恩われた作品、記事、その他につい

てのご意見をF AXまたは開 削|でこ送付下さい。

このご意見は、読者と選ぶ第 5回 『建築と社会j

賞の1次選考に反映されます。

お名前

勤務先

口とくにょいと思われた作品とその理由

口とくにょいと思われた記事 とその理由

日本誌についての ご意見や、取り上げてほしい内容などがありま

した らご記入下さい。
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第51 回工高生

デザインコンクール

入選者発表

一 設計課題: コンビニエンスストア ー

日本建築協会後援

建築/ 美術フォーラム

建築/ 美術- 出会って

何かになっていくこと

ーケーススタディとし

ての美術館一

日本建築協会主催による平成17年の
氏 名 →ｾ＠ 校 名 学年

標記コンクー ルの入選者が 、右記のと
入選 ・最優秀賞 竹 内 悠 悟 ニ重県立伊勢工業品等学校 3年

おり決定いたしましたので発表します。
入 選 ・優 秀 賞 森 賞 緒 貴 大阪市立都島工業高等学校 3年

なお 、入選作品は平成18年 1 月号に

入 選 ・ 優 秀 賞 清 水 信 吾 山梨県立甲府工業高等学校 3年

掲載いたします。

入 i翠 小 幡 智 一 山梨県立甲府工業品等学校 3年

- 応募校数 128校

入 i霊 小林 円 山梨県立甲府工業高等学校 3年

- 応募作品数 187点

保 坂 裕 梨 山梨県立甲府工業品等学校 3年入 i翠

入 i翠 小 菅 義 史 群馬県立前橋工業品等学校定時制 4年

入 i翠 笹 下 倫 加 静岡県立静岡工業品等学校 3年

入 i翠 宮 田 大 土 私立名古屋工業品等学校 3年

順不同敬称略 入

i翠 鬼 頭 一 誠 二重県立四日市工業品等学校 2年

日本建築協会事業委員会の中の「若い 通して、美術館がどのようにあろうと 鷲田めるろ/ 金沢21世紀美術

会員の集し、小委員会J の委員が中心と しているのか、乾氏・鷲田氏にそれぞ 館学芸員

なった新しい企画です。 れの専門の立場からお話ししていただ 司 会 廻 は る よ/ 京都造形芸術大学

*  きます。 定 員 50名

建築と美術は近しい関係にありつつも、 会場は京都の町家である杉本家住宅です。 申し込み多数の場合は抽選

異なる専門分野として成立しています。 建築も美術も特別な何かなのではなく 、 参加費 日本建築協会会員1，ωo円

そのため、な かなか同じ場所で議論 ・ 日常との出会いから生まれ 、歴史や文 一般1，500円

交流していく環境にはありませんでした。 化の文脈の中で息づいています。その 学生1，000円

そこで、両者の話し手、聞き手に集ま ような建築や美術を話し合う場として、 申込み 11 月25日(金) までに① ~⑥

っていただいて 、建築/ 美術がそれぞ 町家を日常空間として 、文化的にいま を明記の上、下記のe- mai l7'

れいま何を問題としているのか、お互 も使い続けておられる杉本家住宅での

いはどのように関係している/ してい 開催を企画しました。当日は杉本家住

ないのか。様々なことを話し合う場と 宅の町家空間もお楽しみ下さし、。

して、建築/ 美術フォーラムを京都に なお、美術作家による小さな展覧会の

おいて開イ雀することになりました。 併設Jも予定しています。 00はるよ)

この度のフォーラムでは、建築と美術

の出会いの場としての美術館をテーマ 日 時 2005年 12 月3 日(土)

として 、諮演と トークセ ッションを行 12 :  00- 14 :  00 

います。パネリストには建築家の乾久 プレ ・プログラム

美子氏と金沢21世紀美術館学芸員の鷲 (杉本家住宅の見学など)

固めるろ氏をお迎えします。 14 ・00- 17: 00 

近年、美や隙官は変化を遂げてきています。 講演およびト クセ ッション

これまで、建築は、後から展示するも 会 場 杉 本 家 住 宅 (京都市指定有形

のとして美術作品を対象化してきまし 文化財)

たが、美術が展示されることで、美術 京都市下京区緩小路通新町西

空聞が立ち上がるような、お互いの出 入ル矢田町116

会いを必要とする美術館か現れている パネリス ト

ように思えます。建築/ 美術のいまを 乾久美子/ 建築家 ・乾久美子

建築設計事務所

ドレスにお申し込み下さい。

①氏名 (フリガナ)

②fiPJi 

G漣絡先電話番号及びFAX

@e- mail アドレス

⑤所属先 (学校 ・職場名)

⑥会員 ・一般・学生の種別

参加のこ.連絡はe- mai l の返信

にて行います。

申込先 e-mai l  archi -art-f@ni fty.co m 

URL hllpfl 釘ch卜art- f. αiCOI句 nifty.∞rrJ

※ 建築/ 美術フォーラムの詳

細についてはホームページを

ご覧下さい。

主 催 建 築/ 美術フォーラム実行委員会

廻はるよ/ 阪国弘一/ 小池志保子

共 催 casa sugi moto実行委員会



今月の表紙

企 画 枇 杷 健 一

企画・写真 伊 藤 彰

表紙デザイン 伊 藤 彰

建 築 と 社 会 1917年 創 刊 第86集 通 巻 1004

Ar chit ecture and Soci 巴ty

J OURNAl OF THE ARCHITECTURAl  ASSOCIATION  OF J APAN  

新しいミナミのシンボ

ルとして03年に大阪球

場跡地にオープンした

なんばパークス 。

丘陵状の屋上公園が特

徴的な建物だが、備隊

ではなく内部から天を

仰いだ。 目次

A

E

E

E

 

A

E

E

E

 やわらかな外壁幽面に

切り取られた空を内部

に取り込み、緑や水と

ともに光溢れる自然共

生型建築を創造している 。

( 枇杷健一)

[ 総論]

[ 各論]

私の空間作法 一会員作品一

「静けさ」を創る・酒井利行

みどりに仲む・田中啓文 IJ  

都市に住まう・森村政悦 12 

海 に 望 む・新居照和&ヴァサンティ

自 然 の 変化 に 対 応 する 半 屋 外 空 間・吉村篤ー+ 建築環境研究所 14  

特集・

- 特集予告

12月号/ 第52回 青 年 技 術 者

1 月号/ 六甲道再開発

2 月号/ 地方空港の時代

3 月号/ 東海支部特集

住まp の 予 測 ・予 言 ・予 感・河南重雄

夢 を包むガラス箱・徳岡浩二 一一一一

地 下から伸 び、る縦空 間 の 家・中尾勝悦

r hyt hm. 出 江 潤

重 なる光・実否繁礼・早崎伸一平尾和洋

目印の屋 根 ・岩下博美・松井宣明

形 態 の ズレをいかす・池上明

町 屋 再 生・岡崎善久

新 た な 風 景 創りlこ参加する・土谷重男

自 然 の 中の建 築 、 建 築 の 中 の 都 市・爆口明洋
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会告 2005年建築関係団体合同忘年懇親会 . 2006年建築関係 14団体合同新

年交礼会Ｎ第 Ｕ 回読者と選ぶ「建築と社会 ｪ 賞 実施要項 Ｍ ＲＰＰＴ 年 Ｑ 月 ｾＱＲ

月号 、 ＲＰＰＵ 年 Ｑ 月 ｾＱＲ 月号を対象 ｬ こＡＮ第 ＵＱ 回工高生デザインコンクール入

選者発表一設計課題コンビニエンスストアー .建築/ 美術・出会って何ヵ、に

なってしてこと ケーススタディとしての美術館

作品作風 そごう心斎橋本庖

トラスコ中山株式会社 ブ。ラネット神戸

4  

6  

gallery 華銭 ( 山隈直人) ・中村文紀

法令コ ーナー 京 都 市 斜 面地 条 例・杉浦伸一

構造の頁 柱 に 鉄 骨 無 垢 材 を 用 い た 建 物 の 構 造 設 計・白髪誠

設楽貞雄外遊日記 ニ ュ ー ヨ ー ク を 駆 け る +二 十 世 記 都 市 文 明 の 先 端で

・監修: 石田潤 郎

information 第17回フォーラム「時空を読むアーバン・デザインJ. 講演会「住宅のストック・

アンド・フローJ. r人より器、器より人…」 、表彰式・記念講演会で語る. 講座「家

族をつくった家、家がつくる家族J. 口レアル賞連続ワークショップ2005 r色」

現代建築の“ 白

NAGOYA20∞05.江里佐代子「裁金の世界J .  rケーテ・コルヴィッツ展J.r偉

大なるシルクロードの遺産J 展 京都文化博物館一 . r魅惑の 17- 19世紀フ

ランス絵画展J. ベトナム近代絵画展. rフェテリーコ・工レ一口展J . SDゼミ「シ

ョップデザインｾ飲食編Ｆ物販編 ｾｊ 開講

平成17年 9 月分

8  

26 

27 

28 

29 

月間の動き
31  

印 刷 2 0  0  5 年 10 月 25 日

発 行 2 0  0  5 年 II 月 l 日

発 行 入 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市中央区大手前1.7.31

参考資料 第 Ｕ 回読者と選ぶ「建築と社会」賞実施のために く ＲＰＰＴ 年 ＱｾＱＲ 月号 、

ＲＰＰＵ 年 ＱｾＱＲ 月号の内容一覧 〉

新製品レビュー 目立オフィス用フロア F S A' F S Bシリース" r耐火一番j ブロベストR X - W

32 

36 

地 ｾｔ［ 06. 6946-6981 

続符口随 00910-9-39975 

印 刷 所 背 業 印 刷 抹 式 会 社

(株) NPCコーポレーション

定 価 12∞1
1

1 [税込]

組築と社会 ・初日5.11 3  





u l  

言宣言十 ・監 理圃

竹 中 工 務j吉

設 計 監 修・

MU R A N O  des i gn 

内 装 設 計圃

キ ャ リ ソ ン ・ア ー キ テ ク チ ャ ヰ土

竹 中 工 務 底 、 乃 村 工事喜社

施 工・

竹 中 工 務 庖 ・大 成 建 設J V

そごう心斎橋本庖

『なにわ遊覧百貨庖』

乙の昔|函は、そごう創業の地で、新しい時代の百貨底“ なにわ遊覧百

貨} ; 5 " をつくるメモリアル事業です。事業実現にあたり、都市再生

特別措位法に基づく、都市の活性化 に紫がる公共貢献を行い、斜線

jl制限と容積率上 限281%の 緩和を受け、さらに避英(E安全検証法( ルー

ト ｃＩ を活用し、階段とノ ｔ ルコニーを効率配位して、売場 面 ｦ｛ｾの』ぷ充、

有効率及び安全性の向上を図っています。

『たおやかな女性美 ( フェミ ニ ン) J を表出する外装

外装は、エントランス周りに、グラフィ ックガラスとメッシュを幾

重にも重ねて、透明感とやさしさを与え、昼夜で表情を変化させま

す。外周のウ ェーブパネルは、陽光を受けテキスタイルのような肌

合いと深みを醸し出し、夜間はライトアップで、パネル聞の蝶オブ

ジェが華腿に浮かび上がります。 これらエレメントの集積と反復が、

品格と華やかさを兼ね備えた“ たおやかな女性美" のイメージを御

堂筋の街並に発信します。

立体的な“ 心ブラ" を演出する内部構成

館内には、足元に御堂筋から心斎橋筋へ繋がる 2層l次抜けのパサー

ジュと、 12階 から上部に沌のあるア トリウ ムを設け、集客の核とし

ました。 アトリウムは、自然光・緑 ・水に溺れ、そごう劇場とそご

うパークとの回遊性を創り出しています。吹抜けを介しながら、乙

れらを上下に繋ぐ経路空1'I，U全体 が、この“ なにわ遊覧百貨}; 5" で、

心斎橋界限の楽しい散策 “心ブラ " を立体的に楽しめる場となる乙

とをねらっています。

Ｎｾ崎駿 包 ・

御堂筋

所 在 地 一一一 大阪市中央区心斎橋筋1- 8- 3

敷地面積 一一- 4，8 0 4.10rri 

建築面積一一一 4，190. 15rri

延床面積 一一一5 8，175. 05rri

精進規模 一一一S 、 部S R C、8 2、14 F、P3F

工 期 2003年 12月- 20 0 5年 8 月

( 山 近秀 樹 /竹中工務庖)

大丸

心音橋底

配 置 図 ・1 階 平 面 図

最 寄 駅 一 一 一 大阪市営地下鉄御堂筋線心斎橋駅

撮 影一一一古川泰造





由甲

設 計 . i 左理・

日召辛口言it 言十

施 工・

竹 中 工 務 庖

卜ラスコ中山株式会社プラネット神戸

この建物は、工場や作業現場向けの工具 ｾ ￬ Ｇ￭ 給 ｬＡ 日，、ホームセンター用品

など約25万アイテムを扱うトラスコ 中山株式会社の物流拠点の一つであ

る。敷地 はコンテナヤード等の物流施設を 中心 とする |臨港地区に位位す

るが、南fJll Iは敷地境界に沿って通るポート ライナーを境に、集合住宅が

建ち並ぶ住居地区が広がっている 。

本計画では、作業空間 としての快適性と 省エネルギーに よる経済性を高

める純設づくりを重視するとともに、新たに炭J} fJ されたプライベー 卜ブ

ランド‘ の車内惇なイメージを建物全体で効果的に表: i j lすることを 目指 した。

倉庫は効率的な運用のため l フロアの面積を広くと っているが、奥行き

が大きくなるためH音く風通しの恐い環境となりがちである 。 ここでは、

5 貯を只く l次抜空間の 「光 井戸」 を中央付近に 2 ヶ所設けて 、頂部サッ

シュから取り込む自然光により明るさの確保を狙うとともに、 l次抜の高

低差 を利用した主力換気により倉庫内の自然通風を促す計画とした。

外観デザインでは、ポートライナーや住居地区を認識し、事務所部分や

太陽光発氾パネル ・中庭のシンボルツリー・プランドマークなどの盟主主

なデザイン必紫を建物南側 に集 ':t' 的に配位している 。

( 池本裕、高木秀見、岡崎拓巳/ 昭和1設計)

所 在 地 一一一 兵庫県神戸市中央区港島中町1-3 -5

敷地面積 一一一 8 ，286" 09m

建築面積 一一- 4，058"6 2 m 

延床面積 一一一16，5 2 9 A Om

4構造規模 一一一S 、5 F

工 期 一一一2004年 9 月- 2005年 5 月

最 寄 駅 一一ー ポートラ イナ ー北埠頭駅

撮 影 一一一松村芳治



まち- 建築- ひと

8  謹按と社会 ・2∞5. 11

DATA 

主桝秘主/ 鉄骨造

階 数/ 地上2階

建築面積/ 68.9 0 m 

延床面責/ 103.70 m 

華鏡

設計

山隈直人

大阪ミナミの歓楽街のど真ん中の周囲と

は明らかに異なる、荒々しい打放 しコ ン

クリー 卜とむき出しの H形鋼によ って構

成されている巨大なパーキングビルの一

角か警ｾ也である 。

このビルに我身は看板と建築の従属関係

にゆさぶりをかけることを試みた。

構造体は、ほぼすべてを1∞X 1∞の細い

H形鋼、壁は花を保管するための冷蔵庫

に至るまですべてをガラスで構成し 、空

間の奥行きやヴォリューム感を消去する

ことで、花のみが表層に浮かび上がるよ

うにした。

建築の中に看板を挿入し 、さらにその中

に空間を挿入するという操作を顕在化さ

せ、花屋全体を看板と見立てた。

看板か万長りつく母屋はパーキングビル、

発信する情報は実態としての花である。

」

2 階

1 階 平 面 図

山隈直人

1964年愛知県生まれ

1990年神戸大学工学部建築学科卒業

1990年浅井謙建築研究所

19鎚年 kt 一級建築士事務所設立

企画編集中村文紀 (作品作風小委員会)



2005 
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「静けさj を創る

酒井利行 竹内 l 工務} ，li 大阪本山設; ¥1苦11

聖堂は神と向き合う場、祈りの場と

して「静けさj が必要とされる。 r静

けさ j を創り出すには 、外部の喧騒

から徐々に気持ちを鎮めていく仕掛

けが要る。回廊に固まれた中庭と水

音の聞こえる水盤は、外部から内部

へ、日常から非日常への気持ちの切

り替えのための装置である。その建

物内部に入るまでの経路空間で気持

ちを鎮め、内部に入ってから聖堂に

至るまでの空間の広さ高さの適度の

リスムは、気持ちを高揚 していくよ

うに導いていく 。奥へ奥へと導かれ

た聖堂は、視覚的に思索や膜想を邪

魔しないよう装飾を抑え 、質感のあ

る木と煉瓦に包まれた空間とした。

聴覚的には適度に、水の音が聞こえ

てくる環境として、より「静けさ J

を感じられるようにしている。

(酒井利行)

- 大阪信愛女学院聖堂

所 在 地 大 阪 市 城 東 区 古 市2- 7- 30

施 工 竹 中 工 務 底

敷 地 面 積 21 ，613. 59rri  (全体)

建 築 面 積 656. 57rri  

延 床 面 積 686. 68rri  

構造規模 R C 、2 F

後 工 2004年3 月

婦 影 吉 村 行 雄



みどりに停む

田中啓文 問中啓文総合建築研究所

この建物は旧藤田邸庭園を整備再生

した公園の便所と休憩の施設です。

公園の豊かな緑と和のイメージに溶

けこむよう 、軒を低くおさえ簡素で

落ちついた仲いとし、内部はプライ

パシーを考慮しながらも開放的で連

続感のある空間構成としています。

トップライトからの光が溢ふれ、内

から外の緑へと視線のぬける、明る

くdA由良いスペースとなるよう自E慮

しています。

(田中啓文)

圃藤田邸跡公園施設棟

所 在 地 大阪市都島区毛馬桜ノ宮公園

敷 地 面 積 16 ，421. 00m 

建 築 面 積 63. 64m 

延 床 面 積 50. 25m 

構 造 規 模 R C、1F

写真海影 河合止揚

11 
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都市に住まう

森 村 政 悦 森 村 政 悦 建 築 設計事務所

滋賀県大津市、歴史的文化の薫る旧

街道と 、新たな幹線道路の狭間に位

置する 15坪の変形狭小敷地に 、夫

婦と引共一人の三人家族を対象とし

て計画した都市型事務所併用住宅で

ある。

建物は、 一枚の紙を折り 曲げたよう

な連続したフレームによ って、ワー

クスペースと居イ主スペースを明確に

分離することで、立体的なフ ァサー

ドをつくりだしている。

住居部分では、外部階段の上昇と共

に空間の開放率が徐々に開け、3 階

のリビングに到着する。

フラ ッ トスラブの天井を待つリビン

グは、北側テラスに開放し 、刻々と

移り変わる都市の風景か'先輩の山並

みに連続する。

国大津の家

所 在 地 滋 賀 県 大津 市

施 工 ヴ ィ ヴ ィット

建築面積 23.46rrl 

延床面積 72.34rrl  

構造規模 R C、3F 、B1F

竣 工 2005年3 月

撮 影 杉 野 圭

(森村政悦)



海に望む

新居照和& ヴァサンテイ新居ill 築研究所

制也は、瀬戸内の入り口H鳥門の内海、

ウチノ海に面している。セミプ口と

いわれるほど釣りの腕を持たれる主

人が早期退職され、ご夫婦で第 2 の

人生をとこの地を選(1れ、依頼され

た住宅である。楽しく重量かな恵みを

感じさせてくれる自然と 、厳しい自

然を直に受ける環境である。そうし

た環境をできるだけ受け容れ、住ま

いを通して人は大きな自然の一部と

して全身に感じられるような内部と

外部空間を生むことを意識した。

11潜はテラス、縁側、和 室、 2 階は

食卓、 リビン夕 、寝室が一体的空間

とな って建築に包み込まれ、建築は

その土地の潜在的魅力を際だたせ、

地域とつながるように試みた。構 造

は 4 寸角に近い断面の H鋼を格子状

に組んだ鉄骨フレームと、葉枯らし

し天然乾燥させた徳島地土量産の杉を

組み合わせた混構造である。刻一刻

と絶えず変化する海と周りの自然、

大好きな映画観賞をしなくなる程の

魅力を日々の生活の中で、昧わ って

いただいている。

(新居照和)

- 鴫門ウチノ海の家

所 在 地 徳 島 県 鳴 門 市 鳴 門 町高島

施 工 ア ズ マ 建 設

建築 面 積 105. 98m 

延床面積 144. 92m 

構造規模 s +w 

竣 工 2004年4 月

嫌 影 北 田 英 治

13  
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自然の変化に対応する半屋外空間

吉村篤ー+建築環境研究所

熊野参詣道中最も早く設けられた王

子の一つ、近露王子を見下ろす高台

に位置し、四方は緑豊かな山々に固

まれている。雄大にして時に厳かな

自然をうけとめるため、シェルター

は建築の原型とも思えるような極め

て単純化された形態であることが重

要であると考えた。寝室と和室の上

部に木造卜ラスを架け、山々の稜線

に馴染むよう切妻屋根で包み込む。

その単純な操作により出来上がった

空間はシンプルではあるが、多椋な

環境の変化におおらかに対応しうる

だろう 。無柱の居間は建具を開閉さ

せることで半屋外空間として開放さ

れ、屋外デッキと一体となる。奇し

くも輸を熊野本宮へと向ける木造 ト

ラスは光を導き入れ、風が通り抜け

る。

第 2の人生をこの土地で自然と一体

とな って暮らしたい。そんな夫婦の

ための住まいである。

(吉村篤一、桑原年弘)

- 近露王子の家

所 在 地 和歌山県西牟婁郡中辺路町

施 工 ヤ マ ト建設

建築 面 積 9 4.40rri  

延 床 面 積 128. 85rri  

構造規模 W 、 2F

竣 工 2003年8 月

写 真 婦 影 大 島 勝 寛



住まいの予測・予言・予感

河南重雄 i町南建築設計事務 所

えっ平屋建なんですか? と計画案を

前にした施主の第一声であ った。

はあ30年後を計画したんですが・. .

経年方向に沿って 現 在、15年後、

お年後と変化する姿を提示してみた。

(勿論植栽は徐々に大きく描いてお

いた)

家族4喬成がまだ定まらないので所要

室を並べたプランではなく 、その都

度、やり繰りしながら住みこなし 、

水廻りを大きな不足の出ない様に創

っておくと最終的には二人だけの住

まいに対し将来のリモデル費用は軽

7成される。

二人 100m.. 充分でしょう…

水田を分割した為、約3 0 mの専用通

路を経てたどり 着 く敷地、隣地には

夏になると葉と花で埋め尽くす広大

な蓮池。それだけで絵になる場所で

楽しく仕事をさせて頂いた事を大変

感謝している。イ主子宅は高級品でなく 、

考究、恒久品とし必要以上に垢抜け

しない様心掛けたい。

(河南重雄)

- ひめじ別所の家

所 在 地 姫 路 市 別 所 町 別 所

施 工 笹 原 建設

敷 地 面 積 356. 10ni  

建 築 面 積 101. 28rri  

延 床 面 積 9 3.46rri  

構 造 規 模 W 、1F

銭 工 2005年3 月

撮 影 河 南 霊 雄

15 
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夢を包むガラス箱

徳 岡 浩二 徳岡昌克建築設計 事務所

美しい都市景観創りには駐車 ・駐輪

対策か不可欠だが、単なる収容だけ

の施設づくりでは、かえって美重見を

損なってしまう 。駐輪場のデザイン

にあた って、 少しでもまちづくりに

貢献する術はないかと考えた。工業

材料を組み合わせて空間を構成し 、

童心に戻って自転車の愉しさを表現

した。床、壁、天井を巡るガラスブ

ロックは、 自然光を透過して省エネ

ルギーに寄与し 、夜間は行灯のよう

に街路を照らす。遮音、吸音に配慮

した木片セメント板やゴムチ ップ床

材はリ サイクル素材でシャレてみ

{  

~。

(徳岡浩二)

- 寺田町駅自転車駐輪場

所 在 地 大 阪 市 阿 倍 野 区 天 王 寺 町 北

2- 6・13

施 工 小 崎 ・ 寺 田経 常 建 設 共 同

企 業 体

敷地面積 474.76rri  

建築面積 291. 12rri  

延床面積 563.60rri  

構 造 規 模 S 、2 F

竣 工 2005年2 月2 8日

写 真 嫁 影 フ ォ ト B C



地下か5伸びる縦空間の家

中尾勝悦 中尾綜合建築設計事務所

.  . ・ ・守 町- ・ .  

ー・' ー . 内

' ‘ ‘  .‘ 

rFaj i taJ はアメ リカで育った施主

のニックネー ムで、地域になじんだ

メキシコ料E里をもじったもので・ある。

施主は、話お〉綿市で社交性に宮み、

本とレコードを沢山抱え、大音量で

レコー ドを聴くのか夢であった。

敷地は、高低差のある二方道路に挟

まれており 、建蔽率UPと地下居室

の緩和を利用して、6α150を確保し

た。また、パルコこ などの容干貫主サ

象外の床をフルフラットとし 、屋上

を加えると 200%近い床を設けるこ

とが出来た。

リスニング室を兼ねた書斎は地下 1

階とし 、 ドライエリアと低い道路に

面したテラスにより 、採光 ・通風 ・

プライパシーを確保した。 11潜は生

活機能の場とし 、2 階は高い天井と

眺望を確保し 、人目を気にせず開放

的な生活が営まれる事を願った。屋

上へはバルコニーから外部階段で上

がる事にし 、星降る別世界をイメー

ジした。

都市型住宅のボキャブラリを沢山盛

り込み、小さな敷地に大きな夢を込

めた作品にな ったと思う 。

(中尾勝悦)

. L a  Casa de  Faj ita 

所 在 地 大 阪 府 枚 方 市 香 里 ヶ 丘

施 工 桝 本 工 務 唐

敷 地 面 積 74. 29ni  

建 築 面 積 44.46ni  

延 床面 積 110. 70ni  

4荷造規模 R C、 2F 、 81

竣 工 2005年4 月

j最 影 犬川 彪 (A P A会員)

17 



rhythm 

出江 潤 l品江建築事務所

18 

等間隔で並ぶスレートの波を音楽で

いう BP Mに例える。この建築では、

スリ ッ 卜窓、ポツ窓を声や音と見た

て、曲をつくるようにスレートの

BP Mの上に乗せ、デザインした。

この建築は50坪の敷地の中に 6 台

分の車庫空聞があり、 1階すべては

クライアン 卜の趣味、スポ ツカー

のためのものである。車庫入口のコ

ンクリー卜門型の上部には電動テン

トカ咋各納できるようにデザイ ンした。

2 ・3階は中庭を介し南北に、パフ

リックとプライベー卜の空間をわけ

た。また、中庭をとること で内部に

明るい光と風が差し込まれる。

敷地は京浜東北線、南浦和訳と蕨駅

間の線路沿い前面 1方道路である。

電車、車、人、それぞれの動きは多

い。建築の形態はその環境条件と趣

味のスポーツカーよりリスムのある

形態とし 、壁のデザインとすること

で周辺の騒音と防災にも寄与してい

る。

(出 江 潤)

.r 邸

所 在 地 さ い たま市南区文蔵3-5・2

施 工 三和 建設

建 築 面 積 104.84rrl  

延 床 面 積 2 2 2.21 rrl 

4湾造規 模 R C  ( 1 F) 、 W (2 ・3 F)

竣 工 2004年4 月

機 影 出 江建築 事務 所



重なる光

集谷繁礼 ・早崎伸一・平尾和洋 ｖｉｄ ｚｉ ヴイズ 処築設 言 ｉ Ｇ ｾ ｲｾ 務所

京都市の比較的繁華な河原町通と、

関静な京都御所との聞に立地する賃

貸集合住宅である。変哲ない建物に

内包される空間の深みにより 、場所

性ある建築の実現を図った。その内

容の部分的例としての共用部 (廊

下と階段) 。建物中央にあるこの共

用部には 4 つの吹き抜けと 2 つのス

リッ 卜がある。吹き抜けを上方から

湧き降りてくる光と、スリ ッ トを脇

から回り込んでくる光とが重なり 、

共用部奥の暗がりへと浸透する。光

の重なる状況は、光を導く 6つの関

口それぞれの外部環境、つまり時刻

や天候などにより、雲流れる空が如

く、刻一刻と変容 し続ける。

(魚谷繁礼+ 早崎伸一+ 平尾和洋)

- 御所東の集合住宅

所 在 地 京 都 市 上 京 区

施 工 公 建

敷 地 面 積 4 4 3.44 m  

建 築 面 積 283. 98m 

延 床 面 積 1，528. 0 2 m 

構 造 規 模 R C、7 F

竣 工 2005年3 月

ま量 影藤原弘( 藤原写真工房)

; 也弁健 (VIDZ建築設計事務所)

19  
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目印の屋根

岩下博美+松井宣明 大林組本応一級建築士事務所

大学敷地内にある糊掴です。用途・

しつらえの異なる室を幾何学的なか

たちで独立棟とし 、それらを有機的

に連結する平面構成としています。

各棟それぞれに特徴的な屋根形状を

持たせて、通園パスでのアプローチ

時に、これらのシンボリックな屋根

のシル工ツ 卜が子供達を迎えます。

保育室には各々にド マ屋根を設置

しています。内部空間への採光だけ

でなく、園庭での遊びから保育室に

戻る時の目印になっています。

これらのかたちが、園児たちの園生

活での記憶= 原風景として残ること

を期待しています。

(松井宣明) . 安田女子大学付属幼稚園

所 在 地 広 島 市 安 佐 南 区 安 東6- 824- 1

施 工 大 林 組 広 島 支 底

敷 地 面 積 12 ，243rrl  

建 築 面 積 1，8 31  rrl 

延 床 面 積 2，062rrl  

m造 規 模 R C、2F

竣 工 200 5年3 月

写真撮影 片岡総一郎(西日本写房)
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形態のズレをいかす

池上 明 ェーアイアーキテクトスタジオ

.._ 

郊外の駅から 10分あまり畑や田ん

ぼを通り過ぎたところに立地する 2

世帯住宅である。外観は幽函の屋根

をもっ 2 つの形態をズレをもたせて

配置している。外壁はナチュラルな

板張りとセメン卜系パネルで対比的

に構成し、色彩にも変化をつけてい

る。形態、素材、色彩をうまく組合

せることで、ファサ ドに変化とリ

スムをつけ、書見しみやすくカシーュア

ルに表現した。また、木素材を使い

周辺の自然環境とのバランスを配慮

した。

11猶は祖父母のスペースである和室

とL DKを中心に構成した。料理やお

菓子を作ることを楽しみにされてい

るご家族であり 、アイランド形式の

オープンキ ッチンを採用した。 2 階

は階段を通して玄関とつながるフリ

ースペースを中心に寝室を配置した。

建物の形態のズレをいかしてフリー

スペースは高い斜天井でハイサイド

ライトを取り入れ明るくいきいきし

た空間とし 、子供室には子供さんの

希望であ ったロフトを設けている。

また、フリースペースは光 ・風・自

然を感じることができる第 2のリビ

ングともな っている。

- 穴虫の家

所 在 地 奈 良 県 香 芝 市

施 工 鍛 冶 田 工 務 庖

敷地面積 149.3 2 m 

建築面積 64. 25m 

延床面積 12 2.1 7 m 

構 造 規 模 W 、2F

竣 工 2004年日月

撮 影 杉 野 圭

(池 上 明)
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町屋再生

岡崎善久 岡崎普久建築設計事務所

この歯科医院は、大阪の下町にあり 、

二戸のしもた屋を改修 ・再生したも

のである。

長い商届街を通って、細い路地を入

った奥に歯科医院がある。昔ながら

の伶まいを残した町屋が街並みを形

成している。その一方で、老朽化の

ため建て替えカち隼んでいるのか1則犬

である。このような状況の中で、町

屋再生は昔ながらの風景をイメージ

し、新たな考えで街並みを計画して

いくことだと思う 。基本コンセプト

は、 r! 也1或のコミュニケーションの

場J 、とする。地域に関かれた地域

のシンボルとなる歯科医院を目標に

計画した。

建物の解体が始まると、太い丸太の

梁が現れ、いくつもの桁か架けられ、

その上に束が建ち 、大きな屋根を支

えている。朽ちた柱 ・梁は取替え 、

利用できる柱・梁を活かし 、診療室

と待合室の性格の異なる空間に柱・

梁とする 105角の杉材を約160本挿

入し新たな空間をつくり 、補強した。

雑そうとした街並みから「ちょ っと」

建物の中に入 っていくと既存の躯体

と新たな躯体が混じり合い、やわら

かな光が入り 、静寂な空気を感じる。

歯科医院に訪れる人は、優しさに包

まれたなかで安心して治療を受ける

ことができる。人の集まるこの場所

は、地域のコミュニケーションをよ

り豊かにし、街に線付いた医院とな

るだろう 。

- 町屋の歯科医院

所 在 地 大 阪 市 西 成 区

(岡崎善久)

施 工 建 築 工 事 プ ロ テ、ユース

再生面積 100. 96rrl  

4膏造規模 W 、2F

竣 工 2005年2月

鑓 影 三 宅 純



新たな風景創りに参加する

上谷重男 U建築企画室

住宅メーカーの戸建住宅と、地元業

者による建売住宅で構成されている 、

住宅地の片隅に半円、正三角 、正方

形を基本の形態とした、 3戸の住宅

を依め込んでみた。

ささやかな 3戸の住宅が並んだだけ

であるが、並ひ.建ってみると、それ

までの見慣れた風景にインパク卜を

与え、新たなI也t刻現景創りに参加し

てし、ることにきづく 。

今後、建て替えられる建物が、地域

風景を意識した建築になることを願

っている。

(上谷重男)

- 明石の建売住宅3戸

所 在 地 兵 庫 県 明 石 市 東 朝霧 丘2

施 工 宗 吉 工 務 庖

敷地面積 460. 75m (全 体)

建築面積 186.7 6 m (3戸)

延床面積 339. 55m (3戸)

構造規模 W 、 2 F (3戸 共)

竣 工 2004年 1月

写真撮影 U建 築 企 画 室
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自然の中の建築、建築の中の都市

塚口明洋塚口 i列洋建築研究室

敷地は 12番坂の通りから導入路を

3Om( a: ど上った ところの大阪湾のパ

ノラマが広がる南向き斜面にある。

12番坂の通りか らは建物が見えな

いように斜面に沿って埋め込んだ。

アプロ チ側はオープンな広場を 、

建物商倶11には自然の樹木を残した。

樹木と建物が作り出す風景は四季、

昼夜の変化によ って魅力的な空気! 誌

を作り出す。出羽は東西2楠 こ分け、

アプローチに沿った長い壁はそのま

ま南側に延びそれに沿って大階段を

設けた。 2棟は地階でつながりー内

外合わせて 4 つの階段でフレキシフ

ルなサーキュレーションを可能にし、

エンドレスの空間を作り出した。墜

には関口を 設けHere&Thereの関係

性を強調した。各部屋には、自然を

切り取る窓を設けた。

(塚口明洋+ 片岡英和)

- 目神山の家

所 在 地 兵 庫 県 西宮 市

施 工 まこと建設

敷地面積 1，080.00rri  

延床面積 401 .63rri  

構造規模 R C、 1F、 B1 F

竣 工 2005年 8 月

j量 影 塚 口 明 洋



「建築と社会J 誌

大 正6河 川 月 に 誕 生 し た 日本 建 築協 会 木 山 築 協 会事rr 誌 」 、 さ ら に 1年 後 に は お り で 、 パ ッ ク ナ ン バ ー 腕 入 希 訟 は 、

( 当吋 ・ 関 西 建築 協 会 ) の 、 機関 誌 「述 築 と 社 会j と 改 組 し 、 今 日 に 至 日本 II 築 協 会 事 務 局 (官 L06- 6946

特集一覧・1983- 2004
は 大 正6:( 1三9月 に 「関 西 建築 協 会 誌J っ て い る 。 6981、 FAX 06- 6946- 6984) まで。

.-. 
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J  
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vol. 64 
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vol. 65 

1985 
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1986 

vol. 67 

1987 
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1989 
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1990 
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1991 
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vol .7 4  

1994 
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1995 
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1996 
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1998 

vol. 79 

1999 

vol. 80 

2000  

vol. 81 

2 0 0 1  

vol. 82 

2002 

vol. 83 

2003 

vol. 84 

2 0 0 4  

vol. 85 

と 題 し て 創刊 さ れ た。 大 正8年 に 「日 取 り 上 げ て き た 供 品 テ ー マ は 下 記 の と 販売日li 絡 は1200円 ( 送料・消 費 税 制 。

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 I I  12 

. 1則州の ・ マイコンの ・ 計画1: お1I る ・ 大阪駅と ・ 東海の将来 ・ オフィス ・ ・ プレストレスト ・ 軍30tM刺繍E

建築文化を 主II 築への ・ 多織化する ・ 辿築と コi ュニトシヨ ターミナル ・ 維持管51と と文化を インテリア 鉄筋・コy クリ ・ 大阪属国際文化 ・ Us合住宅と

考える 平'lI fl 削 J胞 説 * 品質管型 ｾｴＱ 凶ント ピJ レ 制| 回新 考える の変革 →構造 スポーツホ-t 生 附

ション

・ 21世配への聞西- ・ l則凶の ・ ピルの ・ まちの訴性化 . みどりと ・ 軍31圃育制i腕 ・ 光応川

魅力晶る 必向府ピJレ リ7レヲ Y ユー ・ tiEi 設産業と ・ 住環境と と商業空1111 ・ 消防技術の それをとりまく ・ M齢化社会 ・ 床の刷工法 ・ ディテー Jレ システムと

まちづくりを問う *  内外世補陣世情 ロポット聞尭・ 法制度 ・ 京部駅南ロ ポイント 人 々 * と ｾｴ 前 ｾ ｭｊ の忠也，! iJ!築

町理院と聖書一本 再閲覧ピルホ

・ 自由陣式への置 ・ 1i 'i報化を ・ ホーノレー ・ 建物の事情- ・ 建築と水の ・ 按合一人体と ・ 村野勝否の

・ 大阪湾物語$ ・ Jl n却の現在 →腺ま安井武監 めぐる建築。 それが生み j止近の ・ 大阪国際 演出 ・ 郷市と他Mf i . i ! 聾にみる一 一 断 ｴＮｾＨ ・ 百132回

と近未来 ・ 鍛伽基礎を tmil:; 'JJt.'f  ｴｾ す文 化 一 外盟材料 見本jlj 新会期 ・ T1 戸 町f 笥 スポーツ ・ ｛Ｑ 脚 ｊ ｴ ｦｾｍＪ ・ 伊勢湾をめ 六年技術省

与える 11- 1;; 戸 l剖 部 ili  ... lI lflij ( uIIFlll ぐる京海

• i;;t:;L市型 .  F湾f73冗: .勺?;評;F:;広:二Eム .  ;:;;Jrエ .叫 l正 附2

畠肘附骨仙住宅ω 紫材 . これからの 挫雌築謹備 と公共述峨祭 . 大阪司市j J川i主合 悦 と 投 制耐備H もと的て一 そ初の応ω削馴問枇川IJ比と属聞 の摘成 Ｉｾ￭Ｇ Ｚ￭附術 者 52:3f 
防ぷ工法 計画 (第 2 ｊｾ ｉＩ＠ ・ ツイン 21

・ 貯 蔵 保 特 ・ 盟拘と町並みの

・ 入1i ' i物品rt ・ 腐食 ・ 釧立 70周年 ・ 制動す る 総投 ・ 宝内のIJ 上Ji i ・駅 ・ 行政弘 ｬｬ ｾ 自書記 ・ ソティホテル ・ 宝塚の 接点 ・ 百1341
n
l

記念号 東海へ ・ 大阪府立 の可能性 の設備 街づくり * ・ l昭和i没JI" ，'j -:i lと技術者

体育会館 作品集

・ 軟弱 ｊ 也 椴 ・ ｉｾ 備における . '1' 困地方の展望 ・ 集合f J 宅の ・ 節 35 恒|

・ ホテル物ｾ 且 と基礎 L CCと ・ i l ! 物の外装 ・ m心居住 とひろしまの ・ 2 11世紀への . 制仮事 ・ 紹nml l 宅 リ7レJ 〆ユキ 汗年技術者 ・ 讃 f: i テレビ

日 ・ 文化と伝統一束 . J偲みも論 。7レッシユ S まちなみ !!(!I 91 本 を与える ・ 大 飯 町 時 ・ 800'[}f 幻

梅からの報告 {1:.，，'. 品

- リゾートヰitl '{ ・ 色のf且紘 ・ 省力化の ・ 構造の行力ft ・ 都市環境制遣

・ 4、をのせる ・ 竹中工務庖 ・ 東海の新建聾 ための材料 ・ まちづくり ・ f'J i覧会と ・ 都市環境制遣 ・ 建築とアート ・ 鹿島建設大 ｾｈ ｛ｉ［ と設備H ・ 第 36 回 ・ 級近の悼覧会

輸送設備 制立90周年E念 と伝統妓術宇 工法 と法 まちづくり と設備I 世基E計部作畠襲 ・ ユーザー参IJJ W年技術者 パピリ オン

のハウジング

Ｎ ＺＺｴ京Ｈｾ，海 ｳ の Ｑ都都 ｔ市 Ｑ打 ￭ . プレハプ . 也聾車のための . 高強度{ 化t一 . やわらカか‘ な . 部市のナイス . 第 37 図 . 高紐感- 也物町

. 商品1化tf.住I 宅 Ｎ ニ ｲ タ付ウｾ， j王殻叩州J刀湘tげ1飢1JI. . スケ一 jルレ感 住宅技術の . 国際花と f斑糊t臨1?t:4ス 設酎滑の多州隙附{化t f.住士宅制符理 プかレイ何A II(1' 1引刊fμ向11年1ド三羽伎脳i儲 頗盛蜘性の哨' 時f

のデザイン 掌 jルレネサンス . 佐賀市文化会め 現在と未来 総の問覧会 ピルによる をめざして一. ユーザーの ・ 兵庫県 1; t綿 ・ 相歌山県の を迎えての

トススタデ j - 役割l の歩み 展望と景観傘 外1 * 材

. 新しいtい、 ffl li市1打1 ・ オフイス Ｎ 東 ｩ海 Ｑｾ 伊 支開部 ￭ . 守、京r. I i .  i辿J! 築と 二土t 木 . 建華を的以n ト予 . 空間附7イデン . 自拍体住宅 . 述築と土木 . スリムでタフな

笠到卸釧H附/.¥附i

一 I づ〈り 11- 予烈 ＿ｾ奇Ｚ ピルデイノ， 両畢ピルによｾ . 近畿j地世方t挫E設 . 珪設現瑚町イメ . きんでん写真艶 . 大林組即創l耳諜! の 山界一 を考える

且 ・ 也篠の風tt 山一 トススタデ， .. 日営織部 - nップ1峨 ・ 大也君Jt40周年 1  00年記念 ・ 軍38圃i ml 肘 γ ンポジウム

・ 夢 物 語 - ・ こだわりの ・ 主J ! 築と ・盟聾まのための ・ 榊 1り‘ 住まい ・ 木構造を使っ ・ 接近一 ・ ｬＧ 困地方の ・ 届古でｾｾの ・ いま挫都教育
人榊わる、 インテリア デザイン 設刷講一集合 ・ 地球環境 ｾｉ ト住宅部 てみませんか 建聾分野への 町 制 と 限 . R15; お に何がJII 待 ・ 7江のかたち

まちがかわるー ・ 近畿の郵政ill 一束梅支部一宇 品M住宅の設備 時代の述書ｾ ilj 整備公団関西 ー集成材に F り止さ可能性 まのf部り、ふ メインストリーム されているか と色

築15年の!j;lJ. システムー 支社 10周 年 一 よ る 構 造 作品 J . を防

・ 軍抽圃青年 ｾｬ 附 ・ III 唆一 ・ l!k画の中の ・ 建築の再生 ・ 国際的パート ・ 引咽青年III前

・ ｾＨ畑也聾 ＧＱ ＱＩＮ所 ・ 大阪府営綿 ・ 東海の美術館 ・ ， ｉ￭ 民 劇場の 限りある自然 ・ ffli i li の インテリア Ｍ ｨｾ 造技術の ナーンツプの ・ 稲祉の ・ ffl li 打倒住宅 ・ 田由一人に

創立回1. 唱年 。Il'i物館 舞台設Wi とill 聾との スカイライン ・ 1I いはんなプラ 役割J - 可能性 まちづくり 再考 ぞきしい空間創

il'! 2作品集 かかわり ザ住友ホール ・ 大阪市2綿 遣をめざして

・ コピー文化の ・ 九州のインス ・ 伊勢 神出 ・ i J ! 築のエネ ・ 明日 に向か ・ i主空11¥1にお ・ まちなかの ・ 水 と 辿 築 ・ 世聾設備のCG ・ 構造: t . ・ m4 1 回

師時代 クレーション 式年選宮と jレギーシス って一会 ｴｾ ・ いま、医i f .i ける居どこ ま7板 ・ 日 本 ill 築 シミュレーショ; ; ill 聾の中の美 j 'i :i r技術者

・ 広島町商骨| り と貌 事|ぺ界隙キ テム 作品 *  施設は ろへのぬ司 ・ 竹中工務昭 総合試験所 ・ 村野、轟建築 ・ 集合住宅団地 ・ 関西国際空港

r n鼠位大全 の集合住宅 '11萌所 リニュー 7J o

・ 光がつくる ・ 飛J 1ii ・美濃 ・ トイレから ・ 私の ｾｉｉ ｜ｉ ・ 新しい ｲ ｦｦｬｩ . ill 築構造と ・ m 42 回
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本 揖音/ 草'I 音へ と地方文化本 文化 ・ コスモタワー デザインとは 作品 の悦点 * ・ 日辿J刻 1'0 と建築設備事 ・ 滋賀県建築耳

- 阪神大震災 ・ 大臣府住宅 ・ 五 ｬ￬ 工その ・ 立 体駐車場 ・ ｾ書Ａ非常時に ・ マルチ ・ / i ) 新の大脱娘 ・ 且町主副作i};'96

から学ぶ 蜘公社創立 地方娠興と 設備 生きる法師 ・ いまプール ・ 住まいの メディ 7 が ・ トコンセプト スポーツ線技 ・ 九州の元気 ・ 軍43断 特 約

本 却周年，fz * 文化 *  ・ 大建設，1-1 ・ OAPタワーズ がおもしろい 未来像 つくる I!t W の新/ 1年代 施設の設備 ・ りん〈うの3作品 ・ 近世地自首惜揮
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京都市斜面地条例

杉浦伸一

京都市都市計画局建築指導部審査課課長補佐

419 

伊
一

時
一
一

京都 市 斜 而地 主 事におけるｾ場撒 Ａ 等の 制 限に関する条例Ｈ 以 下 「 斜

面地条例j という) は、建築基準法第50条の規定に基づくもので、

主に京都市の司T街地を取り囲む東山、北山、西山の三山の裾野や盟

山の周辺に位置する出 1Jxを対象として、斜面地に註喋防空手を建築す

る際に一定の制限を行い、景観の中的寺・保全を図るとともに、斜面

地の安全性を確保することを目的として、平成17年 8 月8 日から

カ包行しているものである。

また、建築基準法第52条第 5 項のが旋に基づく住宅の容積率算

定の去針縫となる地盤面については、斜面地条例を改正し、追加 して

定めることとしている 。 ( 平成17年12月15日施行予定)

最高限度* を越えてはならないものとする。

最高限度取 建築基準法第68条、京都市風致地区条例、京都市

市街地景観整備条例及び地区計画において、別に

建築物の高さの制限が定められている場合は、その

最高限度を含む。

|  条例施行後 |  

3  住宅の用途に供する建築物の容積率の算定に係る地盤面の設定

都市計画区域内の斜面地等において、住宅の用途に供する週診影|勿

の容積率の算定に係る刈盤面は、最も (J t ) 核地位置の高さにおける

水平面と する。

住宅の地下室で

容積率に算入され

ない部分を示す。

璽ｾ

本市では、「保全 - 再生創造」を基本にまちづくりを進めてい

るが、永い歴史に支えられた自然的原仁仁である三方の山々、文化財

や史跡の点在する 山麓部、そしてその山栂に拡がるゆとりと景旬lに

恵まれた住宅地の一帯については、古都保存法に基づく歴史的風土

保存区域や風致地区条例に基づく風致地区等の指定を行い、自然と

歴史的な景観の保全に努めている 。

しかしながら、近年、 三山の裾野等の斜而地において、斜面地の

剛生を利用した対勝なマンション等が計画さ札見かけの高さや

がu奨が平地に建てられる場合と 比較して過大なものとなるととか

ら、今回の斜面地条例の制定に至ったもので、ある。

これまで、首都聞を中心に、いわゆる地下室マンションを規制する

ため階数の 制限 等が行われているが、 ｉ ｾ ｾ 数の 制 限では斜而を駆け上

るような建て方を防止することができないことから、謹製ｾの核 地

位置の高低差制限を設け、誼珍潤勿の建てられる範囲を制限するとと

とした。

l 条例制定の経緯

法

令

コ

ー

ナ

ー

平均地銭面

一一一立

地階

仁亙ゴ、

_IJ_ 
l 条例の概要

1  対象となる敷地

斜面地または段地である延嘆き!勿の敷地で、その高低差が 3mを超

えるものを斜面地等と定義し、斜面地条例の対象とする。

2  建築物の構造の制限

( 1 ) 適用区域

地階 |  条例施行後 |  

l 景観の保全と斜面地の安全に踏み出す

E鴎羽勿の接地位置の高低差jl制限や特定音11分の高さのflj iJ l浪、並びに

住宅の用途に供する建築ｾの容積率の算定に係る 地 雌 ｦｦｩ の設定によ

り、 三山の裾野等に位置する斜面地等において、周辺の下附 'j-J:t!lJ栄境

と調和しない対処模建築物の建築を防止し、斜面也の安全性の砿保

に寄与するものと考えている。

用途地域 京都都市計画高度地区

第一種低層住居専用地域

すべての区域

第二種低層住居専用地域

第一種中高層住居専用地域、 15m !:i'¥ー郡高度地区に指定されて

第二極中高層住居専用地域のうち いる区j或

第一種住居地成、 15  m ti¥二極高度地区に指定されて

第二極住居地域のうち いる区域

近隣l商業地域、準工業地域のうち

15  m ti¥三磁高度地区に指定されて

いる区械

しんL 、ち)(すぎうら

( 2 ) 制限の内容

① 建需物の接地位置の高低差制限 建築物が周囲の地面と接す

る位置の高低差は、 6mを超えではならないものとする。

① 特定部分の高さの制限 … ・斜面地等において、建築物の特定部

分( 珪喋劫の前面道路に面する外壁またはこれに代わる柱の面から

の水平距離が 3 m以内の部分) の最も低L、接地位置からの高さは、

当該持定部分が存する地域における高度地区等で定められた高さの

建築 と社会 ・2∞5.1126 



柱に鉄骨無垢材を用いた建物の構造設計

白髪誠一

紛北篠建築禍造研究所
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構

造

の

頁

り行われる。

一方で、、鉄骨無垢柱は住径を小 さくするため、この柱に水平附性

および水平町付力 を期待することは鰍しL ミ。 したがって、他に市、l混 要

素をバランス良く配置して建物の剛性 と強度を確保す る必要があ

る。本註物では、半円形の弦の部分に配置されたR C造の師協壁( 壁

厚250mm) を雨、j震要素とし、さらに、 J;!i街Ii部分と倉庫部分を波り廊

下を介して緊結することで劉勿全体のバランスを附呆した。1/主り廊

下には、乙の二つの部分を一体化するのに必要な強J支と 剛性を付与

している。

鉄間無垢柱の製作においては、→l貨の鋼管柱と異なり、現I尉妥合

は適 切 で、はない 。 これは、部材がｾＡｬｾ垢材であるために全断面にわた

る溶樹妥合がほぽ不可能で、あるため、さらに、制妥に よる歪や1j IliI

誤差による上下階の柱の芯ズレによって生じる偏心l蜘げが柱の座屈

耐り1を急激に低下させるためである。 したがって告犬骨無垢柱を用い

る場合は、 写真 4 に示すように全|街にわたる通社とするべきで、ある

と考えている。銅製lキャピタルについては、柱を貫通させることで

接合部のディテールを簡潔にすることができる 。

最近、建築関係の雑誌にも鉄骨 Ｑ Ａｬ ｾ垢位を用いた主脱が多く紹介さ

れている 。柱はできるだけ刻11くしたいという設計三者の要望に対して、

鉱骨無垢住は一つの解を与えているのだと思う 。 ( しらが せいいち)

ｾ物は、 図 Ｑ および 写真 Ｑ に示すように、半径約 ＷＮＶ ｭ の半 円 形

をした平面形状の 2 階建ての庖命I i 部分と、 一辺が12mの正方形を

した平岡杉状の 地下 Ｑ Ｑ 糖、 地上 Ｒ Ｑ ｾ 招Ａての倉庫・事務所部分からな

り、乙の二つが階段および渡り廊下でJ掛充されている。

この週到刻の設計にあたり、 写真 2 に示す庖命Ii 部分は開放性の高い

空間とする乙とが要求された。これに対して、フラ ッ トスラブと丸

鋼を用いた在犬骨 Ｑｾ 垢柱の組み合わせで庖命 ｬ￬ 部分を 机 成することを提

案した。

ここでは、この鉄骨l'民垢柱を用いた建物の設計について紹介する 。

l 構造設計概要

半径が約7.6mの半円形の庖制部分の床は版厚250mmのフラット

スラブとし、そのフラットスラブを支持する柱には、直径100 1>の

丸鋼を用いた鉄骨無垢柱を半径約6.0mの位置に円弧状に 7本配置

することにした( 写真 3 ) 。

ｓ 犬骨 Ｑ Ａｬｾ 垢柱に用いた丸銅は直径が ＲＲ Ｑ＾ ＭＲＰＰ Ｑ＾まで磁類が盟富で

あり、同じ直径の円形鋼管柱よりも 5 - 10倍の断面秘が確保でき

るため、直径が細い柱であっても高t )j lil ll 力を支持することが可能で、

ある 。 フラッ トス ラブ ｏ 捌享 ＲＵＰｭ ｭ Ｉ から ｦｦ ［ｫ ｉ ｾ Ｑ づＡＡｾ垢柱への ＪＱＱＱ 力の伝

達は、柱に溶接された直径300 1>、相刃享25mmの銅製キャピタルによ

. 建築概要

所 在 地 奈良県香芝市

設 計 建 築 。 F K Oアーキデザイン

村i逃 北i床建築構造研究所

268.35ni 

437.45ni 

地下 l 階、 地上 21精

鉄筋コンクリー卜造、 一 部、鉄 Ｇ ｜ ｾ ｊ Ｇ 巡

2005年 5 月

建築面積

延床而f1'1

1指 数

構 造

峻 工

写真 2

庖錦部分内観

躯体の様子写真 3

写真 1

建物外観
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鉄骨無垢柱の建方状況
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写真 4

倉 庫
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錦 町 時 台qO側 、 建 築 家 侃 献

ニューヨークを駆ける

大正元年12月 4 日( 水曜日)

市岡君来訪共にセン トラルパー夕、メ トロ

ポリタンミュージアムを見る 。絵画彫刻古器

物類沢山にして中々 一 日半日の業にあらず。

パーダービル卜の出品、モルガンの Ｑ ｾｉｾｩｴ Ｍ 枚

幾十万何百万の繍預金にあかした品々。今に

世界の美術品は悉皆アメリカに集まるべし。

恐ろしき事哉。

日暮公園の貯水池畔を散歩す。周囲の馬場

に男女のJI巴馬に跨て駆廻るもの数多し。是富

豪の食前運動にして、 一汗かいて帰って風呂

に入り楽しき晩餐の卓に向ふ準備なりと云

ふ。胡々羨しき気をする 。吾等も運動は充分

なり( 足が痛む程歩行き廻って) 近所の安メ

シ屋にて晩餐を済して帰宿して風呂にでも這

入らものと痩l座を鞭打って駆け出したり 。

一寸今l犯は時聞があるから、アメリカに来

てからの吾等の感想を書いてみよ一。

先建築家としての見地は、いくら負けぬ気

にな っても文々日本はアメリカの足元にも追

付かぬ。残念ながら迫も: i T も殊に工業に於て

然り 。建築の如きは日本でも中々諮り難いも

のもあるけれども、其規模の小なる事御噺に

ならぬ。毛胞のする事は飽迄大袈裟なり 。ー

の家かーの市街か分からぬ位大きなもの斗り

だ。今迄写真等で見たものとは丸で述ふ。而

るにルナパークの様なものになると、殆ど張

ボテにてペンキ仕事のみと云ふてもよい。劇

場の如きは坪数極めて少なくして観覧席とス

テージのみなり 。工場の如きは頗る粗末なも

のなり 。中以下の住宅の如きは建築は至てお

手軽にして、暖房電灯通風器械に属するもの

は備わらざるものなし。一( 中略)

市中を歩くと何辺見ても東西南北が分から

ぬ。おっぱなされては辿も分からぬ。帰る :1:J):

は出来ぬ。男も女も奇麗なもんだ。殊に女は

上手にお化粧をして活溌にしゃんしゃん歩く

様子はいきいきして居る。ちと内のものにも

見せたいけれども真似はさしたくない。僕の

見た処ではアメリカの女は皆日 :本の芸者風の

様に見ゆる。夕方から掛けて女の外出の多い

司 ｊ ，ｾｾく斗りじゃ 。 西部は男女ひ つついて歩く

28 建築と社会 ・2∞5.11

ものが多く、東部に来てみると存外別々が多

ｌ 、様に見ゆる 。 ［ｊｾｾい為か毛の撚巻に毛のマフ

ロの俵程の大きなものをぶら下げて歩む。

ニューヨークは殊に盛大である。市街は三

層、即エレベーター( 高架鉄道) 、市街電車、

サブウェー( 地中鉄道) 。此三府の交通機関

が終夜運転しでも運ひe切れぬ程人が出歩く 。

家が二 卜|瀦三 卜|街。今迄の第一がシンガービ

ルデイング( 四十四階) なりしが、今又建築

中のウオールウォースビ、ルテ' イング、是が五

十二階と云ふ摩天楼である。

大正元年12月 5 日( 木曜日)

午前十時リバーサイドドライブを散歩す。

第一に南北戦争の招魂刊を見る 。第二にグラ

ント将軍の墓に詣る 。外部は凡て花閥石造り、

内部は大理石製にして荘厳なるものなり 。内

部に入れば窓は紫色の部きカーテンを掛けて

日光を蔽い、薄暗くして奥床しき心地人をし

て思わず敬! 菱の念を禁ぜさらしむ。第三には

コロンビア大学の図古館を見る。例によ って

大理石のメ叫主によきによきと立て金滅金のキ

ャピタル人目を| 低ます。

午後一時一且 J用宿。二時頃市岡晋君来訪。

相携てリバーサイドドライブに出て自動車に

釆て市中を見物す。有名なる米国が誇て世界

第ー と称するヒフスアベニューを端より駆け

て通る。其繁華雑踏名状すべからず。自動車

が次から次と行列して繋てコーナ、コーナを

人が横切ることが出来ぬ為、 立番の巡査が

l時々馬車自動車を止める。パンダービルドや

カーネギーの邸宅の前を通ってメトロポリタ

ンビルテーィングに登る。料金一人五十銭。四

十七WJi 7ミ百何十尺の摩天楼。人間界の小 さき

蛾の行列を見卸す。真に寸馬豆人只うようよ

と奔走する様のあわれに見ゆる事。 (後略) …

で端先
の
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設楽貞雄は、大正元年11月291: 1、ニューヨ

ークに到着する。 この日から、 12月24日にロ

ンドンに向かうまで、途中 3 日間ワシントンに

足を延ばすほかはニューヨークに滞在する。52

日|百|のアメリカ滞在期間の半分近くをニューヨ

ークに充てていたわけであり、いかにこの都市

を重視していたかがわかる。「富めるアメリカ j

をすでに 3週間以上経験していても、その中心

のニューヨークに身を置くことで、この国の底

知|れぬ虫かさ、圧倒的な工業力を痛感させられ

てL 、く 。納何できないものも感じつつ、「日本

はアメリカの足元にも追付かぬJ と感l践を繰り

返す日々が日記につづられている。

今回は、まとまったアメリカ観を述べた12月

4 日の項と、「メトロポリタンビルJ に登った

翌 5 1: 1の項を紹介する 。設楽らしいIl悶ii抗羽:1司i司1迷な2筆hの

運びで

風五長: を楽しんでで、いただけばよいのだが、 「建築

の如きは日本でも中々殻[ あなど] り担任L、もの

もあるけれども、共; T ，船主の小なる司ry，'!j ll 噺になら

ぬj といった感想、や、「中以下の住宅の虫rlきは

建築は至てお手! 経にして、暖房電灯迎A 探械に

属するものは備わらざるものなしJ といった観

察は、当時の日本の建築界を逆に照射するもの

として日重である。

あるいは割愛した 6 日の項にある「米国は此

勢で進んで行けばどんな国になるか。恐る べき

国民ではあるけれども節制なき金持ち程危険な

るものはない。今にして粕判明の修援を忽[ ゆ

るが] せにし物質的文明にのみ走ては終いには

恐るべき結果を来たしはせずや等と考えるのは

貧乏人の岡焼かもしれぬJ は、今日、浮上して

L、るアメリカニズムの文明史的問題を予見した

言葉と して興味深い。

文ｉＧ ｉ ｾ に出てくる摩天楼について補足しておく

と、「今迄の第一J として紹介される「シンガ

ーピj レj は1908年の竣工で204メートル。12月

5 1: 1に訪問するメトロポリタン生命保険ビル=

メト ・ライフ ・タワーは1909年の竣工で213.5

メートル。こちらの方が高いのだが、 H寺前 j苔で

数字を稼いでおり、有効|消の最高高さではシン

ガーピルに及ばなかった。設楽はシンガーピル

にも登っているが、入場料のことしか記してい

ない。マンハッタン烏の南端( 例のWT Cの|燐地)

にあったシンガービルにくらべて、マジソンス

クエア ・パークに面するメト・ライフ ・タワー

の方が眺め甲斐があったようである。

(京t，l 1工芸技制t大学教授)
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第17回フォーラム「時空を読むアーJ'¥ン・デザインj

NPO法人西山知三記念すまい・まちづくり文庫が主

催する「すまい・まちづくりフォーラム関西2l j の

秋季テーマは、「時空を読むアーハン・デザインj 。

平安女学院大学教授・中林浩氏をコーディネ ーター

に、歴史的建i笛初の町のなかでの意味を、また自然環

境 ・地形をふまえたデザインのあり方を語り合う。

日 時 2005年11 月19日 (土) 13:  30- 16 :  30 

会場梅田スカイビルタワーウエスト22階会議室

大阪市北区大淀中1-1 -88

J R大日時R北出口から徒歩10分

講 師 〈歴史か創り出すまち〉

中 川 理 (京都工芸樹監大学制受)

( 地形とまちのかたち〉

長 坂 大 (奈良女子大学助制受)

参加費 1000円 (文庫会員と学生は500円)

定 員 100名 (先着順)。当日受付もあり 。

申込み e-mai l  :npo@n- bunko.orgまたは、

FAX0774-73-5701にて西山文庫へ。

講演会「住宅のストック・アンド・フロー」

ス トック ・アンド・フローとは、既存の建築に付力回面 会 場 梅 田 ス カ イ ビ ル 10階アウラホール

値を持たせ長く使われること。大阪府建築士会主催で、 大阪市北区指定中1 - 1 -88

住宅建築で活躍し、 T V番組「大改造11劇的ビフォーア 講 師 西 漬 浩 次/ (ffi コンパス建築工房

フターj にも出演している 4 人の講師が、建築士と住 原 田 彰/ 側原田彰建築設計事務所

まい手か取り組むべきスト ック ・アンド ・フローを語 福田由利/ アトリエ ・ドゥ ・フクタ

る。参加費無料。 高川幹夫/ 劃 11建築設計事務所

日 時 2005年11 月18日 (金) 17: 00- 21  : 00 申込先 (枇 大阪府建築士会 TEL06-6947-1961

「人より器、器より人… J 、表彰式・記念講演会で語る

第12回大阪 ・心ふれあうまちづくり賞と第25回大阪 ・記念講演「人より器、器より人 J

都市景観建築賞の表彰作品が決定し、その合同表彰 講 師 牧 口 一 ニ ( クラフィ ックデザイナー)

式 ・記念講演会か開雀される。入場無料。定員500名。 1937年大阪生まれ。合名会社「おばけ箱」

日 時 2005年12月6 日 (火) 14 ・00- 16: 00 代表。「だれでも乗れる地下鉄をつくる会」

会場大阪市立阿倍野区民センター など様々な障害者市民運動を展開している。

大阪市阿倍野区阿倍野筋4- 19- 118 現在NHK教育テレビ「きら つといきる j に

地下室路町線「阿倍野j 駅下車、6番出口 レギュラー出i寅中。

講座「家族をつくった家、家がつくる家族」

武蔵野美神T大学が社会へ向けての公開講座を企画して 会場武蔵野美1 i f ¥f大学新宿サテライト

2年目。10月19日から水曜日に講座が始ま っている。 新宿センタービル 9階 (新宿駅西口15分)

・ 「家族をつく った家、家がつくる家族j ー建築家を 定 員 90名 (定員になり次第締め切り )

父に持つ建築家が育った「家j について考察し、個人 受講料 1000円、学生500円 (当日針暴で、支払い)

邸から公共建築の設計まで、建築家の社会的活動の広 申込み ハガキ、FAX、電話、e-mai l で受け付け。

がりについて語り合う 。 住所 ・氏名・希望講座名・電話番号を書いて、武

芦原太郎 (芦原太郎建築事務所 ・芦原建築設計研究所 蔵野美術大学企画広報課 (TEL042- 342-6016、

代表) + 立花直美 (武蔵野美術大学制受・都市生態学) FAX042- 342-6094、iくouza@musabi. ac.jp、

日 時 2005年11 月16日 (水) 18 ・30- 20: 30 〒187-8505 東京者刷、平市小川町ト736) へ。

村野藤吾建築設計図展

京都工芸繊維大学が所蔵する 5万点、にも上る村野藤吾

の建築設計図の中から、第7 固には戦後の公共建築作

品10点を選び、写真や模型などと併せて展示する。また、

12月3 日にはシンポジウムも開催。いずれも入場無半ヰ0

・ 「村野藤吾と公共建築j 展

会 期 2005年11 月26日 (土) - 12月25日 ( 日)

10:  00- 17: 00 月曜日休館

会場京都工芸繊世大学美術江芸資料館

京都市左京区松ヶ崎

京都市営地下鉄「松 'r W奇j 駅下車、徒歩10分

展示績浜市庁舎、尼崎市庁舎、宝塚市庁舎、米子

市公会堂、小倉市公民館、京都会館コンペ

案などの建築設計図、写真、模型

. シンポジウム向サ野藤吾と公共建築」ー申込不要一

日 時 2005年12月 3 日 (土) 14: 00- 17 :  00 

会 場 京 都 工 芸 繊 世 大 学 東 1号館E111講義室

定 員 150名 (当日先着順)

パ ネ ラ 鈴木博之 (東京大学大学院初受)

高橋献ー (第一工房代表)

石田潤一郎 (京都工芸樹監大学大学院耕受)

司 会 中JII 理 (京都工芸繊並大学初受)

問い合わせは、京都工芸繊維大学「村野蕨吾の設計研

究会J (e-mai l :kasahara@ki t. ac. jp) へ。

A R T  BOX  NA GOY  A  2005 

16回目の rART BOX NAGOYAJ。竹中工務庖名古

屋支庖の設計音B員が今年のテーマ「風 FuJ に挑む。

会 期 2005年11 月29日 (火) - 12月 3 日 (土)

10 :  00- 18 :  00 (最終日16: 00)  

場所竹中工務庖名古屋支底・地下 1階(入場無料)

名古屋市中区錦ト18-22 名古屋ATビル

テーマ 「風向j ー空気の動き、心の動き、意志や

感情を表す体の動きを表す言葉から「環境J

について考えるー

内 容 (A)  ART BOX- 30cm立方にこめる「もの

づくりJ の想い

( B)  MASS  ART- 設計部員全員の集合作

品。白い木綿布 (ガーゼ) による造形

口レアル賞連続ワークショップ2005 r色」一現代建築の“ 白" 、美術の“ 白" ー

色をめぐる科学者と芸術家の対話と実演を特色とする (rnakamura@gol . com) かFAX (03-5308- r火炎の中のサイエンスとアート」高田潤 (岡山大学

口レアル賞連続ワークショ ップが聞かれる。 2667) で申し込む。定員になり次第締め切り。 大学院自然科判眼科教授、口レアル賞金賞受賞者)

会場東京デザインセンター・地下 2階 ①2005年11 月24日 (木) 18:  30- 20 :  30 / 水野半次郎( 瀬戸本業釜七代目半〉欠郎)

ガレリアホール TEL03- 3445-1124 r東京を色から読むJ 森JII 喜一郎 (建築研究家) / 井 ①e005年12月16日 (金) 18: 30- 20 :  30 

東京都品川区東五反田5-25-19 伊あかり (服飯文化論研究家) / 永山祐子 (建築家) r暗閣の中の虹、幻想としての色彩」木村政司 ( 日本

参 加 賀 →V 各国1000円、学生/ 無料 ②2005年11 月25日 (金) 18 ・30- 20: 30 大学デザイン学科初受) / 樋 口 覚 ば 器 輸 家)

申込み 希望の園、名前(フリガナ)、 会社名・学校名、 「錯視アート? サイエンスつ心理学? 脳神経科学 ?J ⑤eo05年12月24日 (土) 14: 00- 17  :  00 

部署 ・学科、住所、TEL、FAX、e- mail を 北岡B脆 (立命館大学心理学科助紺受) / 坂井克之 (東 「“白" をめぐってJ 一鼎談ー妹朝日世健築家) / 小

明記の上、主催の口レアルア ツ アンド 京大学大学院認知言語神経科学助教授) 谷元彦 (彫刻家) / 長谷川祐子 (金沢21世紀美術館

サイエンス ファンデーションへ e- mail ③e005年12月 9 日 (金) 18:  30- 20 :  30 アーティスティ ック・テsイレクター)

建績と社会 ・2∞5.11 29 
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江里佐代子「裁金の世界J 展 「偉大なるシルクロードの遺産J 展一京都文化博物館一

裁金 ( きりかね) は極簿の金銀箔を樹立焼き合わせて アレキサンダ一大王チンギスハンそしてテ ィムール 展 示 タ フ テ ィ ー サ ン ギ ー

厚みを持たせ、竹刀で線や様々な形に載り耕却の表面 主力、駆けぬけたユーラシアの大地をつなぐシルクロー ン遺跡の金製品、タジ

に貼っていく工芸技法で、日本では平安から鎌倉時代 ドの中+ 必也帯、ウズベキスタン、タジキスタンを中心 キスタン国立考古博物

の仏像や仏画の衣文など仏教美術に隆感をみた。 に、紀元前から近代に至るまでの文明の足跡を追う 。 館の所蔵品、ダルベル

江 里 佐 代 子 氏 は 平 成14年、 会 期 2005年10月29日 (土) ｾ ＱＲ 月 Ｔ 日 Ｈ 日 Ｉ ジンテパの出土品、ぺ

重 要 鮒 矧 闘 [ 裁 金 ] 僻 / - - "  10:  ＰＰ ｾ ＱＸＺ＠ 00 月曜日休館 ンジケン卜の貴族の館

者( 人間国宝) に認定された I UlI川町 l川 川 川 仇 会場京都文イり専物館 ・4 階特別展矛患 の壁画、ソクド人遺跡

が「、本展覧会では、仏師 ・江 I Il lIII tt Ml1lm111問問Hml I  京都市中京区三条高倉 の出土品、イスラム様

入土掛ヰ一般1000円、大高生700円、中小生400円

招待券希望者は日本建築協会 (TEL06-6946-6981 ) へ。

式の金工品・陶器、ウ 牝鹿形リユトン ( 銀、鍍

金) アケメネス朝ベルシャ

ズベキスタンの宝飾品 MI HO MUS E UM所蔵

里康慧氏との仏像制作から最

新の裁金作品まで、衝立 ・扉

風 ・平 面 作 品 ・福 宮 . 量

手 . 言言など約130点、を紹介
裁金彩色スクリーン

遊万象 (1998)

「魅惑の17- 19世紀フランス絵画展J

する。

会期 ＲＰＰＵ 年 ＱＰ 月 Ｘ 日 ｾ ＱＱ 月 ＲＳ 日 Ｈ 水・祝 Ｉ

9  :  ＳＰｾ Ｑ Ｗ＠ :  00 月曜日休館

会場佐川| 美術館 TEL077- 585- 7800

滋賀県守山市制細T北}I12891

入 館 料 → 生1000円、高大生600円、小中生300円

なお、本展は今年 1 月より静岡県佐野美術館、北九州

市立小倉胡窪園など 4館を巡回してきたものである。

「ケーテ・コルヴ. イツツ展」

〈カール ・リープクネヒト追悼) 1920年、木版

KATHE-KOLLWI TZ-MUS E UM BE RLl N  

ドイツ帝国成立から二つの世界大戦にわたる激動の時

代を生き、ナチスへの抵抗を貫いた女性ケーテ ・コル

ヴィ ッツは、貧困や死に苦しむ民衆の姿を表現し続け

た彫刻家であ った。戦後60年、大規模な回顧展が日

ギュスヲーフ ・クールベ { 出会い、こんにちはクールベさん) 1854年

@Musee Fabre， Montpel l ier Aggl om色ration-cl iche Fred告ric J aul mes 

南フランスの町モ ンペ リ工に、19世紀のフランス美

術を中心に優れたコレクションを誇るファーブル美術

館がある。1828年、 コレクターにして画家でもあ っ

たフランソワ= クザヴィ工 ・ファーブ‘ルのコレクショ

ベトナム近代絵画展

ベトナム国立美術館の所蔵品約40点を中心に、ホー

チミン市美柿融などのコレクションに加え、 日本の福

岡アジア美約融やコレクタ の所蔵品を集めた。

会 期 2005年11月5 日 (土) ｾ ＱＲ 月 ＱＱ 日 Ｈ 日 Ｉ

平日/ 10: 00- 19  :  00、土日祝10 :  ＰＰｾＱＸ＠ :  00 

毎週月曜日休館

本を巡回し、11 月から 12月にかけて姫路市立美術館 会場東京ステーションギャラリー

で開催される。 J R東京駅・丸の内中央口・赤煉瓦駅舎内

会 期 2005年11 月 2 日 (水) ｾ ＱＲ 月 ＲＴ 日 Ｈ 土 Ｉ 入 場 料 → 生800円、大高生600円、中小生400円

10 :  00- 17 :  00 月曜日、11/4、11/24は休館

会 場 姫 路 市 立 美 術 調 TEL0792- 22- 2288

姫路市本町68- 25

入 場 料 寸 宣1000円、大高生600円、中小生200円

出 品 版 画、素描、彫刻をあわせて165点を展示。

「左向きの自画{ 象J rl 重を粉に挽いてはならな

しづ「女と死んだ子どもJ rピエタJ r耕す人j

「死が少女を膝に抱く J r嘆きj ほか

招待券希望者は日本建築協会 (TEL06-6946-6981 ) へ。

30 

レ・フイ ・ホア 〈協同組合の女性主任) 1970年

漆絵 ベトナム国立美術館

ンをもとに開館した。

現在、同美術館の修復工事が進行中で2006年までギ

ャラリーか閉鎖されているため、主要作品がまとま っ

た形で大阪市立美術館で紹介されることにな った。

会 期 2005年11 月15日 (火) ｾ ＱＲ 月 ＲＵ 日 Ｈ 日 Ｉ

Ｙ ・ ＳＰｾＱＷ :  00 月曜日休館

会 場 大 阪 市 立 美 祢 融 (天王寺公園内)

観 覧 料 寸 宣1300円、高大生900円

中学生以下と大阪市内在住の65歳以上は鮒ヰ

出 品 〈賢明の寓意〉 シモン・ヴー工、〈眠るサテュ

口スのいる風景〉ニコラ・プッサン、 〈両手

を組み合わせた少女〉ジ、ヤ ン= パテイス卜・

クルーズ、〈室内のアルジェの女性たち〉 ウ

ジエーヌ・ドラクロワ、〈朝、霧の効果〉 ジ

ャン= ハテ イス 卜= カミーユ ・コ口一、( j召〉

テオ ド ル ・ルソ一、〈黒いナイフのある静

物} アンリ ・マティスなど約90点

招待券希望者は日本建築協会 (T EL06-6946-6981 ) へ。

「フェデリコ・工レ一口展」

門業は、その小さなことが、大きなことを変えてしまう

かもしれないという 、そういった現象に興味があるの

ですJ と言書るフエデリ

コ ・工レ一口は、 1978

年コスタリカのサンホ

セ生まれ。ヴィリタス

大学で建築を学び、 さ フ工テ' 1) コ・工レーロ { トイレの

らに教育、絵画を学ぶ。 フ.ロジェク卜2002年} 、コスタリカ

フェテリコ・工レ一口にと って絵画とは、何かの表面

に顔料を置く行為すべてであり 、興味は、日常の生活

の中に絵画を持ち込む行為そのものにある。

会期 ＲＰＰＵ 年 ＱＰ 月 ＲＹ 日 Ｈ 土 Ｉｾ ＲＰＰＶ 年 Ｒ 月 ＲＶ 日 Ｈ 日 Ｉ

ＱＱ ・ ＰＰ ｾ ＱＹＺ 00 (水曜日は21 :  00まで)

月曜日休館 (12/5、12112、12/19、12/ 26、

Ｑ Ｏ Ｙ は開館 Ｉ、 ＱＲ Ｏ Ｓ Ｑ ｾ Ｑ Ｏ Ｔ は休館

会 場 ワ タ リ ウ ム 美 術 館 T EL03- 3402- 3001 

東京都渋谷区神宮前3-7-6

入官官料大人1000円、学生 (25歳未満) 800円



理事会

第 4 回常任理事会

9 月28日 (水) 15:  00- 16 :  45 

出席者佐野会長ほか 6 名

議 事 ( 1 ) 平成17年度収支予算執行状況について

( 2  ) 後援・協賛名義の使用について

( 3 ) 青年技術者募集について

( 4  ) その他 (創立90周年事業、等)

役員会

第 1 回支部長会議

9 月2 日 (金) 15:  40- 17 :  30 

出席者佐野会長ほか 7 名

議 事 ( 1 ) 各支部の活動状況報告

( 2  ) ホームページ (支部ページ) について

は ) r建築と社会」支部特集号について

( 4  ) 支部における実務講習会の開催について

( 5  ) 会員増強対策について

( 6  ) 会員名簿について

( 7) その他 (90周年事業・会員交流会)

編集委員会

第 6 回編集委員会

9 月14日 ( 水) 18: 00- 20 :  00 

出席者設楽委員長ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 10月号「精進の過去から未来へ」特集報告

( 2 )  11 月号「私の空間作法」特集報告

( 3 )  12月号「第52回青年技術者」特集報告

( 4 )  1 月号「六甲道再開発j 特集の企画

( 5 )  2 月号「地方空港の時代j 特集

( 6  ) 作品作風の報告

( 7 ) 広告企画の報告

( 8  ) 来年の表紙

( 9  ) 第 5 回読者と選ぶ「建築と社会j 賞

(10) 収支状況報告

第 3 回飽工材料分科会

9 月 8 日 (木) 17: 00- 18: 00 

出席者平田氏ほか 4 名

議 事 ( 1 ) 9 月号施工材料特集の反省

( 2  ) 今後の分科会開催日について

月間の動き

( 3  ) 新幹事選出について

第 6 団法令分科会

9 月 7 日 (水) 14:  00- 15 :  20 

出席者溝上幹事ほか 4 名

議 事 ( 1 )  r法令コーナーj の企画

( 2  ) 来年の法令特集に向けて

( 3  ) 情報交換

第 6 回作品作風小委員会

9 月22日 (木) 19:  00- 20 :  00 

出席者中村副委員長ほか 8 名

議 事 ( 1 ) 作品の選定

( 2  ) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(  3 )  r  g alleryJ 掲載報告・予定

( 4  ) 前回の編集委員会の報告

第 6 回広告企画小委員会

9 月14日 (水) 17: 00- 18:  00 

出席者設楽委員長ほか 3 名

議 事 ( 1 ) 10月号「構造の過去から未来へ」特集報告

( 2 )  11 月号「私の空間作法」特集報告

( 3 )  12月号「第52回青年技術者」特集報告

( 4 )  1 月号「六甲道再開発j 特集の企画

( 5 )  2 月号「地方空港の時代j 特集

( 6  ) 年度後半の単発広告頁ものの企画

( 7 ) 広告企画

( 8  ) 収支状況報告

「六甲道再開発」特集打合せ

9 月12日 (月) 18 :  00- 20 :  30 

出席者設楽委員長ほか 2名

議 事 1 月号「六甲道再開発J 特集の企画

事業委員会

第 4 回情報見学小委員会

9 月8 日 (木) 18:  00- 19  :  00 

出席者松浦剛副委員長ほか 9 名

議 事 ( 1 ) 前回見学会報告第22回茶室見学会の結果

( 2  ) 次回見学会報告

( 3  ) 今後の見学会について

( 4  ) その他の企画について

見学会

第22回 学 会 ・協会共催茶室見学会

i nformati on 

soゼミ「ショップデザイン~飲食編& 物販編--J 開講

売れる庖づくりとは何か、 どんな空間演出が必要なの ・物販編のコンセプトワ ク

かを、飲食と物販の 2課題のコンセプトワークを通じ 2∞6年 2月 1 日(水)、 15日(水)、 3月 1 日(水)、 15日(水)

て学ぶ。今回の実習は“ コンセプトワーク" か、中心で 講 師 服 部 謝 封 ( 冶raf ' 代表)

あり、誰にでも十分理解できる内容とな っている。 一空間デザイナー として、アートと融合した

. 飲食編のコンセプ卜ワーク 企画展や、 インターネ ッ トを使った イメージ

2005年11 月16日(水)、 12月 7 日(水)、 21 日(水) 戦略を手がける。

2006年 1 月18日(水) 講義場所はアーバネックス備後町ビル 6 階、定員30

講師野井成正( 野井成正デサイン事務所) 名、受謝ヰ (税込み) →宣47250円・ 学生42000円。

ー インテリアデザイナーとして r BARJ l1名」 受講希望者は大阪ガスインテリアデザインスクール

や「香の底 リスン n H魚真J などを手がける。 (T EL06-6262-4089 http://www. og-school . com/l へ。

【平成17年 9 月分】

9 月 3 日 (土) 14: 00- 17: 00 

場所大徳寺孤t : { 庵 f忘釜J /玉林院「蓑庵・ 霞床席」

参加者 39名

出版委員会

第 5 回出版委員会

9 月15日 (木) 18:  00- 19 :  00 

出席者上原委員長ほか 8 名

議 事 ( 1 ) < プ口のノウハウ> と特装本の経過報告

( 2  ) 今後のテーマと執筆者選定

( 3  ) その他

建材委員会

工場・シ ョールーム見学会

9 月13日 (火) 8  :  15- 19 :  00 

場所三洋電機ソーラーアーク→日本インシュレー

ション層制P Rセン合一研究室 (岐阜県) →同北

勢工場 (三重県)

参加者 29名

青年技術者選考委員会

第52回青年技術者選考委員会

9 月28日 (水) 17:  30- 20 :  30 

出席者設楽委員長ほか 9 名 (末包委員は事前審査)

議 事 第52回青年妓術者選考

I  2005年建築関係団体合同忘年懇親会

第 1 回実行委員会

9 月16日 (金) 15:  00- 16 :  00 

場 所 大 阪 府 健 保 会 館 5 階 1号会議室

出席者松浦実行委員ほか 3 名

(紛日本建築協会ほか 3 団体

議 事 ( 1 ) 2005年建築関係団体合同忘年懇親会開催

( 2  ) 第 2 回実行委員会の開催について

入会者 (敬称略)

〔個人正会員〕

池 内 匠 市 村 朋 子 入 江 真 吾

(i t制量位相関西事草本部) 帥£東畑連鎖穆務所大阪) 伽 汰 林 組 本 庖)

内 井 節 恵本 j涼太郎 大 平 直 子

柑急性庫総合計画関西事担所) Ｈ ｾｬ 時日旗股言十大阪 Ｉ (鹿島撞E鈎拍関西支庖)

小 田 久 人 柿 本 忠 則 柏 原 健 二

(新晃工船甚大阪) (1側今中工持官広島宝庫) (新晃工船舗大阪)

加 登 美喜子 桑 島 由 美 子 酒 井 利 行

。柑日彊股宮十大阪) (1開企辛書) ｾ 附守中工務庖大阪本信ｽ

酒 田 尚 志 佐 々 木 尚 杉 本 憲 祐

(骨車車畑建籍取務所大阪) (1悦凌井盟聾世計車掠所東京) 伽 決林組 本11i )

高 木 耕 一 中 馬 宏 明 長 南 裕 一

脚色東畑遣軍事器用名古. ! I ) (鹿島迎働掛関西宜庖) ｾ 怖深畑撞祭事務所東京 Ｉ

内 務 洋 志 永 田 敦 士 中 村 猛

(清水温置制聞酒司慎重本部) (1品京姻温摂取務所福岡) (大牟国高等学牧)

春 増 崇 牧 圭 亮 桝 田 洋 子

{附徳間畠克担軍世針車輯所H品往庫輯合計画関西事務所) 併柑北李書)

水出 喜太郎 柳 内 仲 介 山 口 直 子

(州日撞位計大阪) (1枕た林組本直) 似性麗器合計画関西原朝日丹)

山 路 千 春

(併# 大林組本庖)

〔個人準会員〕

陳 明 傍

建築と社会 ・2∞5.1 1 31  



第 5 回

読 者と選ぶ「建 築と社会 」賞 選 考 対 象 作 品 及び論文・ 記 事 参 考 資 料

〔作品部門〕

目作 品 作 風 ・作品名

口 ｬ 月号 Ｎ ｊｒ 来日本アートセンター凶季刷局 ￭ ｬ ｾ ｛ ｬｊ ｊ ・ ウェ ｊ レプ六 中 道 ｬ 番街

口2 月り・凶ツ縞クリスクルピル

口3月一刀・小野薬品工業フジヤ 73需

口4月号・J;r1$1-1' 幻十条ピj レ

口5 ｊｾυ ・ 相 知 町 交流文 化 センター ・ Ｑ ＺＶ Ｑ 際医薬 品 臨床 ｼ別 手前 ｩ ｊｦ Ｚ先所ピ ｊ レ

口 Ｖ 丹号 ・ ｴｾ 会 制 布 ｬ 法人天心会特 別 養議老人ホームヴェ ｊ レテ Ｎィ 八戸ノ旦 ・ ダイヤモンド

シィ ・ハナ・阪神タイガース新室内練習場

口7n号・N SD ピJ レ

口8 月一月・rIi .:iL池凹病院噌築事u

口9 丹 I-i ・堺市立のびやか他!長官1・尼崎市立弥生ヶ丘tinl 一光庇のある斎場一. 千紛クリ

ニックス . 高速オフセット堺本工場

口 Ｑ Ｐ 丹 ｾ ＺＺ ｽ ・ ｼ 翠波法人讃 布 ｬ 会友愛会病院

口11 月号・大i11  ｾｉ ｔ＠ B! !ll)J公園総合体育館・国分寺文百センター . 7 ーパ才、ックス事1' 111町ピJレ

口 Ｑ Ｒ 月 号 ・ ｉ ｾ ､ 山 県立 ｼ 副主＿ 館 ・ 川 崎祐宣記念講堂 ・ 大 日 本製［Ａ［ＡＡ 新束事u

E 東海支部会員特集- 3 月号- ・作品名

. IJi I立三血病院・美濃市立美治病院・あいち小児保i辿12 < 泌総合センター ・盟十字病院・特

別 養護老 人 ホームロ坂祝 Ｑ ｾ Ｑ 築 ・ 瀬戸デジタノレテレビ放送所 ・ ｾｲ 潟テレビ放送新館 ・ 名古屋

テレビ放送抹式会社社届・ トヨタインスティテュート . トヨタ 111(.本11M発センター・Parami t a

museum. 星が l王テラス ・* 部丘陵線車両基地・初厳守m改築・セキスイハイム東海 j レ

シェモ 7 jf!l ll T  

E 会員特集ー11 月号ー< 私の空間作法> ・作品名

・新たなすまいと 人生 ( 岡崎普久)

・ 玄とｾの さ ･ ｬ Ｏ ｜ｉ ( 平崎(11' ー+ 大本恭二郎+ 平尾羽1i1')

. 車力のii'i えた家( 森村政悦)

・ 浮遊する ｊ［Ａ 似Ｈ 村ｩ｛ＨＨ ｾ ＡｬｩｊＩ

・大樹で結ぶ空1/¥1 (新居間;ff l& ヴァサンティ)

・Hi J;(に参加する( 上谷ill Y¥l

Ｎ 長い 側 帯 ｾ をつくり ＱＱ Ｇ， すＨ塚 口 町 ｊ￬ＡＨＧＩ

Ｎ 先縦の判 ｾ ｾｉ Ｇ ｬ (戸flyEfi 雄)

Ｎ 内 包 された と ｼ 土 外部 ｾ ｉＯ ｜ ｊ の演 出 ＨＧ ＱＧＭ Ｑ Ｑ 浩之Ｉ

・1!! 1i 佐1' 1のある 住い( l i1 一)

. 柔らかな光が差すれrtJ 或( 長瀬博一)

・平成の利息gを自'J る ( 村上幸三郎)

Ｎ Ｑ ｾ ｬ ￬ 台の脱がよみがえるＨ元 ｊｐ ￡ ｩ 日 ＵＩ

Ｎ お母さんの 悦 線で考えたク リ ニックＨ 中 ｊＭ ｾ ｉｉＮ 野 悦 Ｉ

E ギャラリー . タイト J レ( 執1I 王者)

口I H号・光と |品lの怠匠( 111村利夫)

口21' ]-1:;- . キャト J レ・セゾン( 楠原ー1ij J)

口3H  -r;- . I-I ouse Ni s (木内達夫+ 吉永健一)

口4 月号・m心への1m州( 飯塚桁生)

口5 月九『・小品弐点( 王寺J雌 晃 )

口6 月号・スローライフ/ スローハウス( 佐伯新和・ 森本町'] 111.)

口 Ｗ 月 号 ・ ｾ ｉ Ｏ｜ｉ の装飾Ｈ谷 川 勲Ｉ

口8 月号・心地li!い場所 ( 北ぬ五1I行)

口9月-r:;. ・ 「忙 '1人 1:，¥1あり J ( 後雌哲夫)

口IOn-r;-・f起集J (大型fil rr紀)

口I1月号・ 「ささやかな余裕J (柿木 '/.(0 

口 Ｑ Ｒ ＱＧ Ｑ Ｍ Ｈｊ ・ 箱の 小 に箱がある＿アートゾーンＨＭｬｩ ｾ ｈｌ ｴ 久 ｾｭ

〔論考部門〕

目特 集 ・タイト J レ( 執筆者)

ロ 1J-Iりく大阪 市住宅J，Jー魅力ある大都市川口: の実現に向けてー〉 ・ 大規校災持 ｉｉ Ｍ ｾ への

対応をより訂正かにする施設の盤備 ( 大阪市住宅問; 自給部I (陶日本設計) ・こどもから老人ま

で気軽に利111できる生涯スポーツ拠点と iH辿区在宅サーピスセンターの飯合胞設( 大阪市

住宅 ｊｉ ｊＧ￬ｾｻ 綿 ＱＱｍ 船邸境デザイン 研 究所Ｉ ・ 阿倍野ランドマークとしてーあべのグラントゥー

J レー ( 大阪市住宅} 司法投開1 /(附安井総築設計 引務所) ・大阪r I i のi J ! 築行政一検から l挑めた

50年一( 三輪雅久) ・公共建築と環境- 20XX年のある 1:1、T V千件副l編集事務所にてー (永

村一雄) ・大阪における住まいの変遺一大阪くらしの今 日航の展示を通してー (谷 直樹

新谷昭夫) ・大阪市IHOPEゾーン事業ー 「平野郷地区J i住吉大村 周辺地区J ( 大阪市住宅

応企画部) ・密集住宅市街地蜂備について( 大阪市住宅局企画部) ・iJ!築指将行政による

良好な市街地の形成について( 大阪市住宅周辺築指将部)

口2 丹ーなく 1ft ! 市緑化〉 ・m市緑化のあらたなQJ 主~そだてる/ f t I i li の資産としての緑- ( 輿

水 磁Ｉ ・ 都市 緑 化 施策の 推進 と建物緑 化 Ｈ高梨 ｾｉ ｉ 別 Ｉ ・ 屋上緑 化 技術の変遷と課題Ｈ 三

輪 ｩ 盗Ｉ ・ 緑 化 が 古 ｾｲ ｬ ￯ 環境にもたらすものＨ尽弥下 苑) ・7 メニティとして活mされる

屋上緑化 ( 雌木 {il 1子) ・ 「日本ならではの良さ j を失わない部市づくりと都市緑化を( 森

111  1m 

口31' 1りく愛 地味博- 2005年日本国際問覧会のめざすもの- > ・愛 地球博メッ セー

ジ (2005年 1] 本同際問覧会協会経営企画室) ・会場 J I匝iの腕:ll! (2005年日本国際博覧会協

会会期強 制 グループＩ ・ 政府 出 展事業の計画概要Ｈ 小 池雅行Ｉ ・ 愛知 県 施設の計画慨ｾと

ｾｾ ｉ 意図Ｈ浦野 ｊ 幻 Ｑ ・第 一 工房Ｉ ・ 名古屋 市 パピリオンＨＺｴｩ，Ｇ ｛ｉ 給制Ｉ ・ 魅 力 が満載民 ｮ Ｑｬ パ

ピリオンゾーン (2005
iド日本国際隙覧会 協会11¥1.艮グループ) ・新しい 11幸代における市民参

加へのチャレンジ (2005'- 1三日本国際博覧会 協会市民参l J l I 促進グループ) ・せと まるっと

ミュージアム~愛 地味怖を契機として- ( 瀬戸市企画部|五|際防覧会推進課) ・隙覧会会

場における公 ｬ 週 ｝ ｉ ｾ 業と 陣 覧会後の公図披 備 Ｈ 川 崎明弘Ｉ ・ 海ヒの森の 保 全と活問Ｈ詰 Ｑ￬ ｾ Ｑ 巧)

・磁気浮上式システム~リニモ( 東部丘陵線) Ｈ愛知 ＱＡ Ｑ ［ ＡＮｾＺｾ Ｉｩｬｬ交 通 Ｉ

口H l f ; く省リスクな「まち再生J - 地球資源を生かした仰市建築界らしのデザイン- >

・ 「まち l' I ' t J におけるリスク マネジメント( 三凹 彰) ・1ft日打開発事業におけるリスク ・

マネジメント( 木下似技) ・安心 安全のリスヲ マネジメント( 行村炎筒) ・コミュニテ

ィ・ビジネスによる 地域再生 ~市民協働のプロ セス- ( 版江俊彦) ・多JII な主体の参闘で

文化再生を( 狭11¥J:iJX三子) ・長屋再生による 都心内生( 六j虫剤m- 松 ｗ ｾ ー Ｉ ・ 耳 Ｎ Ｑｦｦｴｾ Ｑｊ

* による 川Iおこし( i Itj JU英和) ・文集による村おこし urt瀬信治) ・ 「ひがしまち1m1
)広場J

によるニュータウン再生( 宮本京子)

口5 月号くリニューアルの技〉 ・ リニュー 7 ) レ11年代 をどう 切りIi Hくか~リノベーションと

コンパージョン- ( 雌旧 忍) ・RClri におけるリニューアルのための診断技術( 演出荷 仁)

・低騒行 低援助による耐災補強工法( 木村耕三) ・m境にやさしい外装下地の撤去技術( 飽

I"J  誠) ・J;; W' t 改訴を考えた|妨水のリニュー 7 ) レ技術 (;} U 二 日J) ・設備 リニュー 7 ) レに
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おける宅内広l境評仙l技術( 淵田浩文 - Jj :.fi J "，f) ・戸i J ! 住宅の内外装リニュー 7 ) レ技術~

生I i ' i - t . ニーズと卯境問題を考f在、して - (11; 沢他ニ)

口6 Y1 号く地域住民全体のまちづくりと支援制度 > . 住民主体のまちづくりを支暖する

法制度( 宗凹好火) ・路地の生命力~からほりの路地文化- ( .'i !ll f l五|夫) ・1密集市街地に

おけるまちづくり( 石原 匡) ・住民自治と辿築協定( 掛川Ij Ellf J) ・京都の伝統的な1m互

での「まちづくり J ( 平家直美) ・久美浜一区の街並み修復~街並みからまちづくりへ- ( 中

附剥I.ii!) . 市民が主体のまちづくりへ- NPO法人の緩やかな訊・! fVJ- ( 新田俊1m

口71' 1q くP roducl Des ign+  I  - プロダクトのインテリアデザインへの展開> . プロダク

トデザインの変遷~デザインと空I/IJ - ( 池上俊郎) ・インテリアとプロダクトデザイン W'

点火子) ・泌品テレビA QUO Sとインテリア~心校かなれ らしへのまなざし- ( 必多俊之)

・これからの冷蔵庫デザイン( 有村敬三) ・鉄道車両の空間lデザイン( 木村- Y¥l

口8 FI f;- く銭湯~心地よさを求めて- > ・入浴~風呂の変遺とその効架- ( 大嫁吉WJ)

. スーパ一銭湯~百|函から運営 符ｾまでＭＨ日縞主 ーＩ ・ 銭湯 ・ スーパ一銭湯に段適な

エネルギーシステムＨ 山下 弘樹Ｉ ・ Ｑ ーパ一銭湯の ＡＡ ＨＡｉ ｾ ｉ 日 ｼ 画Ｈ大 見 堅 ｴ ｭ ・ ｦＺｬＺ宅のお風呂

の 変 澄 ( 凶! 日 III 人紀) ・本般金具の変ijf と特徴( 荒木 修) ・サウナ「ミスト ・ドライ J

1m発のl歴史 (111木博美) ・i & 天風呂、ヒーリングサウナ、漢方薬草サウナ( 高精圭一) ・

銭湯とマッサージチェア( 竹端秀海) ・天然温泉名湯「宝乃湯J - 計画段階から参加 して

- ( 木村公之)

口 Ｙ ｈ 巧く ￭ｩｬｬ 築家 ｪ とは 何 かＭｾ築家の職 能 と 価値 を 与 える ー ＾ ・あ弘法築家さ れど

￭ｊＡ 築家Ｈ太 Ｑ Ｑ ＱＱ 盗信Ｉ ・ Ｒ Ｑ ＱｊＡ 紀の 社 会と 建 築家Ｈ 馬 ｊ ｊ［ ｽ ｨＱ ｾ Ｉ ・ Ｊ ，附 Ｑ への偏愛Ｈ 粍 ｬ 木浩 一 Ｉ ・ ￭ｩｬｬ

8書家j とは何か (ill 勝秀平) . 11寺をこえて( 音羽祁子) ・建築家の役割J (岡本 隆) ・iJ!

築家の今一日! 設会社設計部からのl眼差しー (天野直樹) ・ 「知られざる建築家j のi自i l [ ( 河

野正彦) ・峨々 なシーンの響き合う1 J ' i ( 小林幹彦) ・ 「経率な建築家j と締く 技術 者 ( 中

Il ]_i 意成) ・ 「佳築家」に望む「職能J (長谷部先司) ・人への心に己の心を (1111i1 J!1) ・

主II 築教育におけるスタジオ フィー j レドーワークシ ョッ プ( 本多友常、平田隆行)

口10月号〈巨大地包にそなえて> ・巨大地mにそなえて( 釜江克宏) ・J:，l災の教訓防 防

まえた 住 宅 耐 震 化 への取り組みＨ 旺 Ｑ Ｇ ＱＧ 丈之Ｉ ・ ｆｍ ｦ 日 ｩ 止を ｻ士 ｊ ｔ ｉ した 地 般ｲ， ￭［Ａｉｬ山 予測Ｈ 中日 Ｓ ｾ ｻ，Ｙ Ｑ Ｉ

. 長JTilJ gJ 地震動ー建築物に想定さ れる被3 と今後の設計法 (北村春幸) ・地震リスクの

日1' (l lI i (P ML)  (諏訪 仁Ｉ ・ 免 ｾ住宅Ｈ 横 ｉ ｬｩ ｩｦｉ布 Ｑ Ｉ ・ 』 清新 の耐￭Ｚ，ｬ 補強 技 術開 発の 動的 ｊ (J，在

J (  iIIO・i川知能生II 築- .t¥申立iヘルスモニタリングによる弘II 物の1迎会J立自己診断ー (柴 Wi 台)

口12Y1-r;- <.，' ;- 年技術者〉

・水方努 也 「稲};;)] 丁目 A 、s 1J'i 区I( 仮) 阪大病院跡地丙IJH発プロジェヲト 他」

・太LlI! 克彦 「外市東京支脂ピル 他J

. III 鍋 松 i  Appl e  St ore  S hinsai bashi 他」

・小粉剛也 「三重県熊野古道センター( 仮称) 他j

. μ li l太郎 「神戸開氾ピJ レディング 他J

・楠 放士 ￭ ｬ ｾ 詰床 研究情 報 セ ン タ ー 他J

・iJU磁:!'l: 司 「 五色 町 立 図 ｾｾ ｾ ｦｩ ｦ ｩ 鮎 阪地 区公 民館他 ｪ

・it度辺多加夫 「八尾市立病院 他J

・荻野Jぷfi't i古川町健康拡H'iJ セン安一 他j

. }¥<' f浩平 「竹 田 ｲ ｬ ￮ Ｑ Ｑ ＱＱｾ ｬ ｬ 泉純設 他 ｊ

・:;! i'谷砲火 「みづき 保有国 他」

. 本谷l費Il 'i i美野監IIIT凶季文化館 み の ~れ 他J

・;}I 上弘一 「利泉シティプラザ 他J

・' k 野郷 「大升i町ソョッピングセンター 他J

・ 石原ｎｦヰｾ ￭ 松下泊 旅 産業 ｻ掬 半将 ｦ Ｔ＼ 社 ｦ ｦＮ ｜ｩ ｬ ｬ 新車 ｾｾ ｬ ｩ￯ｉｩｩ 他」

. 横山 満 「慈愛会奄美病院 他J

. 古ω正I l 'i i小野弘、品工業主rr 社極 {出j

・西村 i ;'o: i呑森口三萩野地区メディカ J レサポートハウジング {也j

・山野上布l芯 「真宗大谷派( 京本願寺) 参n接待所 他j

Ｎ ｾ相 村 ｦ ｴｩ 次 「アストラゼネカ 中 国 ＱＡｻｾ 錫工場 他」

・横111* 立 「和泉丘病院増築 他J

・土[11武志 「ダイヤモンドシティ奈良 ｾ ｭｈ［ ｲ ショッピングセンター 他J

・1.，( 凹辰夫 iJ R奈良駅lJL，*工事 他J

. 建築の目毘 ・タイト J レ( 執筆者)

口1J'jl J ・k 悩と年金と住い( 納谷jE'L〔子) ・起承'Iii<t.'i (jffi 木 敏) ・保存 PJ 生( 太m

l盗(;:i) ・ 「まちJ と「ひと J ( 江口 ｾ ［ ｾＩ＠

口 Ｒ 月号 ・ まちなか居住Ｈ楠谷美 Ａ 息子Ｉ ・ 人ｾの舞台ＨＡｩｩＺ木 敏) ・ゆっくりとプロセス

を大切に( 太111隆rn ・まちの涼噌( 江口栄)

口31' 1号・住宅政策と福I! I: ( 輸谷美恵子) ・行政の技術省( 荒木 敏) ・再v瓦造のなかま

たち( 太旧隆fJ) ・ひと、まち、建築( 江口 ｾ［ｩＩ＠

E 研究最前線を追う ・ タイト ｊ レＨ執 ｾ ｾ者Ｉ

口1，1号・主II 築をとりまく熱笠宮{ 光行( 大阪 市立大学工学研究科建築環境工学研究

宅)

口2 11 ｲｽ ・ 「 挫築学」への仮題Ｈ兵庫県立Ａｬｉ ｬ Ｏｬ￶工業大学ｊｊ［Ｑ境人 ＱＱＮ｜ Ｑ 学部環続人 ｉＧｮｊ 学科述書ｾｊｊ［Ｑ

境研究室)

口3 月号・屋上緑化m水量と 脱水の水1 ' ( ( 近畿大学相会環境工学科水工学研究室)

. レポート ・タイトル( 執常者)

口 Ｘ 月号 ・ Ｉ Ｑ 上まるみ 氏 議淡会「プロが教えるキ ッ チン ｾｊ ｉ のコツ ｊ (111[[1 修)

E 法 令 コ ー ナ - ・タイトル( 執準者)

口I )11'} ・大阪市狭あい道路拡幅促進略的事業( 坂中u l海)

ロ Ｒ 月号 ・ 全国建築審査会協議会 ＵＰ 周 年をむかえてＨＺｩｾ ;f! 1夫)

口 Ｓ 月号 ・ 大阪府 Ｑ［ｩ 観条 例 Ｈ平 ｾ ｉ Ｇ 秀樹Ｉ

口4 月号・兵1・11 Mへリテージマネージャー制度の慨嬰( 沢[[1 fl] l)  

口5 11号・h l ! ぺい率等の緩和及び建築物の防火脱制にl刻する大阪r I i 主II 築基準法施行条例の

改正など( 沼木三リl)

口6 ｊ トｾ ｽ ・ 「先 ｾｾ ｬ 医療ｩｗ業特区 」 による 神 戸医療ｩｗ業 都市榊 処 ｬ Ｑｦｴ ＺＩ 止 への取り組 ｬ みＨ ｬ｜Ｇｬ ｉ ｆｬ 医)

口7 ｊ Ｎ ｉｻ ｾ ・ Ｎ i大阪 ・工事l法政の星J 支媛システム( ，，-' 本 強)

口8 ｊ Ｇ ｉυ ・ ｪ 民 絡と ｉ ｉｾ ゃぎのある 尚 ｾ ｬ ｩＱＮｉ Ｇ￭の形成を ＱＱ 指 してＨ 布 ｊｬ ｬ ｬ ｦｾｾ 志Ｉ

口9 FI.q・法改正シリーズ ・l 景観緑三法の公布と胞行 (1河本信夫)

口1011 号・法改正シリーズ 。2 改正i J ! 築JMIs法の慨袈ー集団脱定関係 ( 薄木三91 坂1' 1'

n降 ー山崎nEヰ1])

口IJ  rl{O;- ・法改正シリーズ 3  改 正 ｾｾ高必治法の概要一 Ｑ Ｑ ｩ 体 規定 関係 (巾川啓三)

口12H q・大阪市建築物総合部年' t J l 'fill ill illJ .立 CASsEE大|坂( 森 yk彦)

・構 造 の 頁 ・タイトル( 執筆者)

口1 ｈ Ｇ ，ｾＮ ・ 給方 町 統合 中 学校の 梢 ｅＡ ｩ 設計Ｈ金日 ｼ 興烈 ｬ 士 ｉ ｾ 誠 一Ｉ

口 Ｒ 月 号 ・ ユニット Ｑ ＺｪＺ Ｑ ｾ スラプＨ 池 Ｑ Ｑ Ｑ 秀 樹 Ｉ



第 5 但

読 者と選ぶ「建築と社 会 」 賞 選 考 対 象 作 品 及び論 文 ・記 事 参 考 資 料

口 3 ｊｉｾ［ ・ ｓｾ ｉ ｉｖ の本設有 ｌ 使 Ｑ ｔＱ ( 金子 治)

口 5 ｊＧｉｾヲ ・ ｃｏｐ ｊｔ ａ 型 ｐ ｒ ｃ 杭 Ｈｃｐ ｒ ｃ パイルＨ大れ他治郎Ｉ

ロ7 ｊｉ Ｍｩｽ ・ ガ ラスの 最 前 紘一サプストラクチ ャーと してのガラスの可能性 Ｈｾ Ｇ ｦｊＮｭ 一 教 Ｉ

口 9 1-1  ｾ ［Ｍ ・ 資 ｩｬｨｩ 彼 ｬ ｊｊ［ｬＱＧｬ建築 γ ステムをめざして ｾショ γ ピン グセンターにおける取り剥 ｬ み

Ｈｪ 只ｪＺＧ ｾｪ ，白子Ｉ

口 日 月号 Ｎ 神 戸 賀屋 会 館の構造投 ｾｮ ー欽 ｦｲ ｨＱケ ージ 構造への ＱＦ り組みＨ白髪［ＩＯｩ ーＩ

E 設備の頁 ・タイト j レ(Vt1l -/' i )

口 1R  ｉｊ ・ 関西電力の孫熱受託制度と ｾｭＧｬｱ 列 Ｈ ＧＱ Ｍ Ｇ 1m述之)

口 2 ｉｾ ｊ ，ｽ ・ 資源化エコバイオトイレＨ寺沢 ';)f 桶: 11敏弘)

口 3月号. 時半ガスピルの設備設計( 問 先己)

口 4 月号・分煙~新千歳空港ホー J レディングルーム内喫煙胞設- ( 大詰Ii I¥'il 

口 6 F1号・オーJ レ沼化住宅における熱平'IITI 機器} の動的'J (' 1'的脱税)

口8 月号・蛍光ランプのリサイクルの現状( 杉山謙二)

口 ＱＰｉｆｾ Ｍ Ｎ シックスクー ｊ レ問題 Ｈ 池田緋 ーＩ

口12月号・よりよい空気の質を求めて (湯 tJJ 鵬)

目新建材の頁 ・タイトル

口 1 ｊＧ ｐｾ ・ ｬ Ｚｩｬ水セラミ ック 環境材

口 6FI q・巻兵衛( 巻付け耐火被桜)

〔作品部門〕

目作品作風頁 ・作品名

ロ1FI号. 7 ミュプラザ鹿児島

2005年

口 2 月号 ・ ららぽーと甲子園・帝国データーパンク大阪支社ピル. ダイヤモンドシティ

プラ ウ・腎不全センター幸町記念病院

口 41' 1号・ダイヤモンドシティ ・J レク J レ

口 5 FIη. 日新CJ TI金庫玉il! 支h'i . ディーグラブオー ト神戸三宮タワ ー

口6 1 ' 1q・KUZUHA MAL L  (く ずはモ ーJレ) ・ガーデンヒルズ千盟中央

口 ＷＱＧ Ｑ 号 ・ 横浜市立みなと赤十字病院 ・ 介護ｾ人保険施設ケアヴィラ宝塚

口 8 1'1ｲ［ ・ 大阪府立大学工学研究科物質系新学合Ｈ仮祢Ｉ ・ 兵 ｊＡｬ ｉＮ Ａ Ｇ ，ｾ立 ｩ ｬ Ｑ 名高等 学校 ・ 附淀

川区 役 所 西 淀川図-，'1館 水 道 局 歌IAJ サービス ステーション 西淀川的諮倉庫

口 9 )'1 η ・IDI京本) ' ( 垣生涯学習センター . 海fi!通 エレガーノ神戸

口10Fl ｾ［Ｍ ・ 大阪大学学生交流事ｾ ・ ウインズ小 ｬ ｮＱ (J RA場外11' 時的般fk券発売所)

・特 集一国立病院機構 長崎医療 セン ター 2 月 号 - ・タイトル( 執筆者)

・国立病院機防長崎医療センター

. 東海支部会員特 集- 3 月 号 - ・作品名

・ 愛知 ｉ 大学車道校舎 ・ Ｈ Ｑ 窒Ｉ宏Ｑｕｉ会大 同病院 ａ 事ｾ ・ 特別養議老人ホームメリーホーム大必

Ｎ 桑名 Ｑ ｦＭ￬Ｑｔｬ金 ｬｩ ｬ Ｑ 駅 前ピ ｊ レ Ｎ 桑名信 用 金 川 Ｑ 凶円 市 西支庖 Ｎ 名古屋東宝ピ ｊ レ ・ 愛知ｾ［ｾ住宅供給

公社 サンコート砂田総・盛田市鞍ヶ池公IMI子供プレハウス 多目的広場上家・'l 'ffli{] 1際空

港旅客ターミナ j レピJ レ・中部図際空港空港消防所・'I'ftl i凶際空港 セントレアホテル

E ギャ ラリー頁 ・ タイトル Ｈｾ￟ｴｊ ｉ 者 Ｉ

口 11' 1号・新しい涼風景 (筑波幸一郎)

口2 I ' P} ・3主位としての彫刻1 (寺田武弘)

口 31Ft ・空中リビングの家( 副11木 戊 )

口 4W号・透明な階段 (i 度部俊一)

口 Ｕ 月号 ・ ｾ止ト ー 仕 Ｇ ｉｾ Ｍ 住ま ｌ 、 Ｈ Ｑ 刷 ｼ 一 新 二 郎 Ｉ

口 611 号・小さな11い ー大きな暮らし (;) 1・上久:t)

口 7 月号・動きのあるデザイン ( クレフテ)

口 8 H 号・Round the Cl ock (troika ( 丹呉由紀子 ー鶴丸祐子) )

口 9 月号・凶季劇場 「自 由J (自H 弘行)

口10月号・現代に聞かれた建築( 由I日 徹)

〔論考部門〕

目特集 ・タイト j レ (y，i('1! -/'i)

口 ｉ ｊｉ 巧 く ｢ｾ 災から ＱＰ 年ｾ震災により生まれたｉｦｦｩ ｲ ｉ ｉｐ ｊ ｾ Ｚ の潮流Ｍ＾ ・阪神 淡路大震災

から 10i l o- 住宅 まちづくり復興で出来た乙と、残された謀i I i i - (垂水英司) ・地域と

NPOの協働まちづくり( 笛定 説Ｉ ・ 復興まちづくりから見えたｾｩｉ￭ｩ (大西一，h'{，) ・まち

づくり 協議 会の 栄たした役割 Ｈ 中ぬ克元 Ｉ ・ ｾ災と 地 峨メディアからの情報発信Ｈ小泉美

必子) ・被災脅の避難生活( 阪国弘一) ・住宅災災化と再建支mの経済学~生活の安全保

障の柿築に向けてＭＨ永松 ＱＧＱ Ｇ 吾Ｉ ・ 将 来の大ｾ災に 備えて ｾ大災災の 検証 8 つの 悦点- ( 室

崎議純) ・ 『大黒柱』の大切さ( 東 IUli 白) ・ “ まちづくりの現Iすを感じる ( 宮定 指)

. ガレキに花を咲かせましょう( 天川佳美) ・お働者コレクティプ住宅の推進・石東直子

・この10年、さらに10年( 室崎益輝)

口 2 ｦ ｬ 号 く「 健やか ｊＭ 自然作用を活 ｭ した健やかな 釜 ｾ ｬ ｬｈの実現Ｍ＾ ・攻代における 「他

やか」考 ( 秋元孝之) ・Human Centeredな地成建築~北海道立北方建築総合町f究所の試み

ＭＨ鈴 木大隆 Ｉ ・ 放射冷房Ｈ甲谷寿ｾ Ｉ ・ 「シッ クハウスはなくならな ｬ 、 ｊ - 住いのイン

フォームドコン セント- ( 横山幸弘) ・天然ゼオライト紫材による湖沼内素材( 総本 消)

・ 竹 をとおして人と自然のＡｬ［ Ｑ 境共生をめざす ＨｴｴｬＪ Ｍ ｬ ｾ￭Ｉ

口 Ｒ ｆ ｉ Ｍ ｾｽ ＼ Ｑ 五 ｬ 立 病院機桝 長崎医療センター> ・21世紀のモデル病院をめざして( 米倉

正大 Ｉ ・ アメニティの高い慢しくｾかな さ ｾ ｕ｜ｊ づくりＨ毛呂正俊Ｉ ・ 病院建築と沼子カルテ Ｈ 松

本武治) ・医療の灯台をめざした新しい病院( 寺|河宏治 手i 安聡百J) ・癒しの総長関境を

めざして( お野直樹) ・災害に強い構造訂附 (坪4日正幸) ・エコホスピタ j レをめざして{ 小

林陽- ＧｬＧｦｲ ｢ｾＨ＠ 渉) ・病院とともに歩む長IUI施行計画 ('1'1[11隆一郎 伝永 ｾＩ ・ 胞工品

質符理推進室

口 3 丹号 く!l ! i11互における施設づ くりへの新たな試 み > . 中国国際空港 セント レアでの試

み( 荒尾羽l史) ・施設建設費抑制への設計からの対応( 赤司防之) ・工事特性を生かした

胞工法( 竹"1' ・ia水 鴻 池 ー飛鳥 フジタ ロッテ ー名工徳倉共同企業体) ・1m浴のイ

ンパクトを生かすま ちづ くり( 石縞誠晃) ・::'erJ 対lP河i (前向) にカヅノ コンプレ ックスを

Ｐ Ｑ 仁 ｬ 彰 二Ｉ ・ 日本初の図 Ｚ［ Ａｾ館 ｐｆ ｊ 事業 ＨＱＶ ｩ￯ｉ ｩ 誠 Ｉ ・ 民 ｉ ｮ ｬ ｬ ｲ ｾ 業者と述携した同 ｉｊ 日発可 ｉｾ ［Ａ￬ｩに

よるmづくり (坂命 館) ・海外投; n- ' 任務所との述般による街並みかl出日Jc Ｈ ｬｌｊ 起 ｾｭｬ Ｇｩｘ .  

林 L¥'ifJ) ・21由紀 新 し い都市の姿と 都市再生の手法〈座談会> (出席者/ 小宮三辰 . ｾ ｮ＠

日li，'i宏・佐11'1 ｉ｜Ｇ￬ 鈴木俊 ｾｪｬ . 中村flf 士)

口 ＴＱＧ Ｑ り く 建築の経済化 ｾ 得するｾ策、儲かるｾ築 Ｍ＾ ・ 符するｾ築をつくるために Ｈ 古

阪秀三) ・商品としての住宅 (辻 武之) ・デザイン重視の住宅 (西泊浩次) ・住宅のエ

リア ーマーケティング〈インタビュー> (i'!' イI 人) ・街の資産価値を高めるために( 金城

故彦Ｉ ・ ＱＰ Ｐｩｬ Ｇｩ去のまちを兄 悶えてー 「ハー ピス ｅｎｔ ｊ における経済的なｾ築への取り剥 ｬ み

(三宅次郎小浜良太)

口 5 月号 く{ 上まい方の変化~住み手のこだわりがもたらした住宅の現在- > ・lli 合住宅

(2005年〉

にもとめられるもの( 上山岡'1敏) ・インテリアから発怨した日本ではじめての家( 大賞 平)

・住宅としてみた 「認知痕高齢 行グループホームJ (家田知I明) ・集合住宅に新たな一歩 ~

ペットへの取り組lみ- ( 述戯作子) ・住宅に安心を求めて~住宅を対象とする火災保険の

進化にみる - ( 総附- J J ・住宅の防犯 (11利j，li 文 舟生岳夫) ・2主取りデザインの従来 (EI

瀬信夫)

口 Ｖ Ｑ ｾ 号く 人 工核地ｾ組物工 ｊｾｽ のＺＲｲ ｩ ポ技術とえ ｴｴ 築への ｪ 民間Ｍ＾ ・人工技J f t 技術iの歴史と

現状 ( 新名停彦) ・M物工jtl における光1 ) ; 1111の制御 (後j砂災司) ・刷物工均における熱(j ，J

御( 森元正H1 J ) ・植物工羽における空気 ぷ制御と上屋 (中村謙治) ・J ml也温度管理型シ

ステムに よるイチゴ殺府 ( 宮本IIll 犬) ・きのこ J聖地工場 (寺下降生) ・ トマト j主治におけ

る環境11m仰( 向井似百]) ・人て環境下での納物校時←咲くやこ の花館ー (久山 放)

口 7 月号く次世代に伝える 「木J のili 築 > ・ 次世代に伝える「木 ｪ の弘 ｴｴ ｾ 距Ｈ坂本 J}J )  

・ 「木の家」をデザインするーJ _LJ と町をつな ぐことー ( 三洋文子) ・ 「木j を生かす設計

術( 竹原義二) ・木をいたした挫築の椛遊技術( 長瀬正) ・木々の岐き (rl リ11克己) ・

木造建築は火に弱いか? 一良い木造と恕い木造ー (1京固有l典) ・ 「木j を伝える( 佐野-/_' f f二)

・世界に誇れる木造建築 (木下孝一)

口 7J ' 1勾く「建築と社会J 1000号記念> . 11，'1れやかさからの出発、そして (佐野吉彦)

・活動シーズの変遺とその行方( 興謝野 久) ・ 「建築と社会j 創刊一月竹、ら 1000号にみる

住宅と暮らしの変遷( 北iili かlまる) ・歴史を広! ; まえて未来へ 協会活動を魅力あるものに

ー〈座談会> (出席者/ 上原正行 ・河沖他大 ・耐|恒l暢子 ・小山将史 ・中村文紀 ・総面I i 剛士)

口 8 月号く改正建築基準法と景仰緑三法~安全 ・安心のまちづくりと良好な対彼形成に向

けて- > ・京1説法の制定と今後のJ民日目 (I.11 D盟佳子) ・既有建築物に対応した挫築基準

法の改正( 今村 敬) ・景観法の制定と京都の景観形成の取り崩1み( 江I J ] 頼立) ・既存不

適絡建築物のm築等〈全体 J I画認定市J l j [ と基準適用の合理化〉・斜而地マンション 問題等へ

の対応〈住宅地下室のr ; 航率不n人的ii 1 に係る規定の見直し> (村川博敏) ・防災空間の確

保と土地の有効活Hl <一団地の総合的設計制度と特例容積率適用地区制度> (野村 彩) ・

日正行弘II 築物の安全性の雌保〈定IUJ報告 ー検査制度の充笑> (中 昭良)

口 9 月号〈火災から守る〉 ・ 火から弘 ｴｴｾ 在を守るＨ長谷見雄 二Ｉ ・ 木造被桜耐火性複合椛

造材の ＱＱ 日発 Ｈ並 木 ｬ 協議 Ｉ ・ 火から熱膨狼シートで欽 ｦｲ を守る ー 熱膨 ［［ｊｾ 性材料のよる耐火被

桜一 (小笠良;9j ) ・火から繊維でコンクリートを守るー超高強度コンクリートの燥裂防止

ー( /) ，( 凹1¥'1成) ・火から水で大空II Hili 物を守・る - jiX水型ヘ ッド等ス プリンヲラ一説vi I i - ( 沢

田浩希) ・火か らガラスで人を守るー欣射熱を巡る 耐火ガラスー (i I W、.J r，'iit;) ・般から感

知総で人を守るー婚を感知する技術ー( 山口桁J l I I ) ・煙からスクリーンで人を守る一巡煙

スクリーンによる災合防止 ・I(例ー( J I'I刻j' ;{ー)

口10月号く構造の過去から未来へ~大阪万怖から35年 - > ・ 榊造は 子 供のｾＨ (狩野忠正)

・ 土と水との ｧｾｾ 、ＨｪＧ［ｾｬＡｲ ｦ 点文Ｉ ・ 必日照における梢法の変透 Ｈ八 木貞樹 Ｉ ・ ｩｴｩｬ 高層ビ ｪ レを

出射させた鋼椛記i技術 (艮16，立治) ・ ヒュー 7 ンな住環境としての木造システムをめざし

て( 陛原健一) ・鉄筋コンクリート構造基準の変淫( 回中仁史) ・社会 ・l1I iill とill 築構造 ー

生産技術の動l古] (瀬川姉夫) ・構造投;uの手法 汁話 (馬瀬芳知) ・椛造設計一円の役;甲! と武

{壬 (鵜飼邦夫)

目 レポート ・タイト J レ( 執タl王者)

口 Ｒ 月号 ・ 阪神大ｾ災から ＱＰ 年をふり返って ー 木造住宅の耐 震 改修を本気 でやりましょう

( 稲毛政l.¥l) ・茶の湯雑感一平，j休がやl' (茶盟) になった 日ー( 土谷頭l ) l )

口 7 月号・ 『メビウスの輸を少いて J Ｍミースから 日本的な さ ｾ ｬ ｮｊ の納神性 へＭＨ 椀ＺｉＡＧｬ ￭ｴ 文 Ｉ

・ 日本の柏村鳴 を Ｑ ｬ｜ｊ Ｍｾ ｉ Ｇ 物質 性 の発 見 Ｈ必祥栄Ｉ

目書評 ・タイト J レ( 執タn者)

口 8 月号・地味環境i時代のi J ! 築と横断的思考ー 『建築デザイ ンと環境J t-i副J (潰 ，'J.': 介)

目設 楽貞雄外遊 日記- 90年 前、建築家が見 た欧米 ・タイトル (監修)

口 7 1'1'号・大正元年 IOfl16目、神戸駅から+ 大正一ケタ時代の建築の世界( 石田潤一郎)

口 8 月号・びっくり仰天のサンフランシスコ+ 万国防とアパート( 石田潤一郎)

口 9 月号. モJ レモンテン プj レ大本山作飢+弘tt 築家モJ レガンとの L'1¥会い (石凹澗一郎)

口 Ｑ ＰＱ Ｇ Ｑ 号 ・ ＺｪＡ Ｑ Ｇ しＱＯＮ ｜ Ｑ 答の ナイアガ ラ 見 物Ｋ シ カゴ派退 ｊ 品後のシカゴにて Ｈ 石旺 ｉ ｾ 百 一 郎 Ｉ

目法令コーナー . タイト Jレ( 執司王者)

口 l 月η. 日本一安全な 1主いのまち- b 2 災復興と主主築物安全安心実施;! IL，'ij ( 附洲IJ 利) ・

被災建築物応急危険度判定と被o; t l { 主家被者認定調査 (朝倉一晃)

口 2 月号・京都府 ・京1111，1;の也築稲布l に係る条例の概要 (井隼秀樹 ・宮川羽l久)

口 Ｓ 月 η ・ 住宅耐波改修工法 の 悦楽 Ｈ谷 口ｾ治 Ｉ

口 Ｔ 丹号 ・ 大阪市の郡市再生ｾ総合設 ｾ ｉ 制肢を活附した 「にぎわ ｴ 、 ｊ の 創出 ＭＨ古 川 敦子 Ｉ

口 5 月号・兵庫県の景観条例( 前田俊文)

口6 1 ' 10・大阪市における住宅・附H支援への取り割以 (i伺 正覚)

口 7 月号・老朽危険家屋への神戸市の取り組み( 平川利人)

口 8 月号. 民間総案型の /ffi rliJI '1函〈神戸三宮駅南地区> (利潤! 大)

ロ9 月号. 中r!: i 住宅のロ ーン減税 ( 結城抗日)

口10月号・大規模m客胞設の立地に係る/ f f i rll 機能の調和に l刻する条例〈兵庫県条例> (，ibiJJ;¥ 

E 設備の頁 ・タイト J レ( 執術者)

口 2 月号 ・四fl J)杉蛍光ランプとその応m: r. -i共(昔日l正彦)

口 4 月号・入退筆管理技術 (小，.I，I?'¥仏)

口 Ｖ 月号 Ｎ ｅｓｃｏ 手法を 活 Ｑ ＱＱ した総合 ｩ 玄政センターの省エネ ｊ レギー改修 ｽ ｊ ｾ ［ 控 Ｈ石 ｊｩＧｬ Ｑ 費秋

雨綿布l治)

口10月号・遮熱断熱塗料の現状と展守1 . ( 徳永行文)

目構造の頁 ・タイト J レ( 執筆者)

口3 月号・ 「三鷹天命反転住宅J の摘造 ( 大淵敏行)

口 5 月号 ・ステンレスの台に iii くだけの免震構造( 西村春美)

口 7 月号 ・J R奈良駅の虫家( 奥凹利弘)

口 9 丹号・風力と太陽熱のエネルギー利用システム ロータス白浜 1 ｾｽ の ｉＡ 日発 Ｈ金 正銭 。

偏英三郎)

E 新建材の頁 ・タイト J レ

口 8 月号 . エパーライト - NF NR ノンプロン断熱材

渓 11 Jl ｾ［Ｇの作品及ひｾ［諭文 i記事については本げをご覧ください.

なお、 12月号につきましては発刊，WJ にて記載しておりません。
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社
ム

玄

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

島 田 高

空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・ 施工 )

組朝日工業社
格I

大阪市中央区高麗. f I i i 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) 0325 - 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 村l 回 1 丁 目 4 番 5 Z

支 社 北海道・耳Ut ，丸ノ内 ・新宿・神奈川 ・東関東 ・北関東・中部・九州

執行役員支社長

東 京 都 港区 浜校 町1- 25- 7 ';J;:訊03( 3必2) 5711

大阪市淀川区加，( : : ; 1- 58- 59 "U: ri i o06 ( 6302) 2270 

北 海 道 / 東 北/ 北 関 東/ 積 浜/ 名古屋/ 寸' i !l / MH

本 社 ・本' ; 5

大 阪 支 社

支 l，!i

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- ヲイヲシ械式会社

本車・大匝本社 〒550・0002 大阪市西区江戸婦I丁目9番25号 泣，J i (06) &14 1，8231  

東 京 本 社 干102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03)326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大 宮 千 葉 ・横浜 ・金沢 ・京初 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・悶松 ・熊本

営 難 所 帯広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静附 ・豊m・rl! ・宮山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那1Il 1

出 張 所 組"1 ，福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 宝 庫 シ ン ガ ポ ー ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地 電話 (0492) 58-15日

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備，冷暖房設備。消火設備の設計，施工

持 ' 額 面 瞭 衛 生 工 豪 雨 大 阪 本 店

干531-0071 大 阪 市 北 区 中 津 六 丁 [ 18 番 4.8-

T E L  06・6458- 3628 (f ¥，;君主)

干108心023 * 京 都 港 区 芝 浦 三 丁 目6帯 18号

T EL 03・3452-7441 (f ¥，; )  

札 幌 東 北 新潟・東 関東 ・横 浜 名 占 屋 九 州

大阪本J r l i

t1 本

j苫
一+ー

ムι

O K U.J U  

クオリティ& コストパフォーマンス

釘 323テム ｧ｝ｾ ロ ｀ｗｗ
メタルシステム天井

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530- 0047

TEL(06)6312-4131  FAX(06)6312-7998 

東京 九州 ー南 九 州 名 古屋 ・上海

内外装創作パネル・システム天井・間仕切

開制オクジュー

⑧ 

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 消 光

常務執行役員側面支庖長 丸 岡 敏 峯

関西支底 大阪市淀川区宮原3-4- 30 ニッセイ新大阪ピ Jレ

本 社 東京都中央区日本備室町2-1- 1 日本僑三 il タワー

産 業 設 備

水 処 理 施 設

環. l J i : 施設

空 気 調和 設 備

給 排 水 設 備

訟 気 設 備

iも" - Dh! i tal  Pri -Pr 

マ彰 胤 幽 雨 宿 ω 面ゐ

入がいる多彩なフィールドで、

新しし、限界に挑戦していますa

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 貴 士

C H OY O 

代表取締役社長 依 藤 孝 行社
A

-

A

 

青葉印刷株式会社

干534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phα 時，06・6351- 5428 F ax，0 6・6351・5 2 9 9

干 5 3 0- 0 0 0 5 大 阪 市 北 区 中 之島三 丁 目 2 - 4 (朝 日 ピ ル)

T E L  0 6( 6 3 8 5)  1  3 6 1  (代; ) F AX  0 6( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

ヰ土本

1 ・印 刷 " . ポスター、カタログ. パンフV ';!I ト. ・晴年‘ 社J e ，

l  磁I o 文字、画傷デタ処理

! ・メディア・貨 S Pフラン= ングコンワルテイン夕、 IT'..I IJ コーシヨン

we b及びメディアコンテンツ企・"J 作.

-r、 相 会社NPGー ポ レー シヨン

本 社 干5ぉ∞43 大阪市北区天満 1・9・19

tel:((描) 6351-727l ( 代) fax: (06) 6352-7479 

第二ピル 干5ぉ∞43 大阪市北区天満ト 11- 8

tel: (06) 6351-0128 ( 代) fax: (06) 6351-0208 

東京支社干105- 0004東京都港区新構6- 17- 2

:  tel:( 閃) 3433-5211 ( 代) fax: ( ω)  5776-7733 

:  (旧 制ナニワ印刷胤 日本データネット側}

の ｪ［ こえｾ
¥:1"什 、，'  '，-- -¥..;;;ji'-

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II liI I6号( オートセンターピルl ・2階)

干542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6768 - 5  0  3  1代 表

包話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 ー 1 6  5  1 代 表

京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

〒112- 0002 電 話 ( 03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1 代 表

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 車 ・ 地 盤 凍 結

む旬 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

守 株 式 会 社 精 研

社

We  have hope  

メンテナンス

東 京 支 社
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地球環境を守り、100年建築に貢献する

N A C Iー のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

ht t p: // nac lj p E- mai l : sc@nac l. c oj p 

干560- 0036 大 阪 府豊 中 市 蛍 池 西 町2丁目 7番26号 NACL t 'ル2 階

T EL  (06)6843- 1235  ( 代) F AX  (06)6853- 1632 

〒11 ト0051 東 京都 台 東 区 蔵 前2丁目 7- 2 東 京 NACL t '品

T E L  (03)3862- 0978 ( 代) F AX  (03)3862- 7098 

東 京事務 所

本 部営 業 部
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デンカC S Aファミリー製品

-ョーニ. " nCSA ( 膨張| 生混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｎ］ｲＮ ｾｄＢｾ ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ｊｄ 守 Ｒ ーデ・ＧｉＧｊｾ Ｈ 耕一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
- TニJ DES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二J DI I OOO(製品用 超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄業 株 式産
由

ホ浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖 T E L 本 杜 ・ 京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄業 株 式浦 産

T E L 大阪 ( 0 6 ) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

T E L  滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄
洋 物 産 株 式光 ネ土

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

6学芸出版社 ;25年 三区木津屋橋通西洞院東入

Tel  075- 343- 0811 http: //www. gakugei - pub. j p/  

Fax  075-343- 0810 E-mai l  info@gakugei -pub. j p 

今
荒川治徳著

ARAKAWA Harunor i  

壁に入ったひび割れは

必ずしも欠陥ではない! ?

{本書の内容}

第 1章 コンクリートはなぜひび割れるのか

第 2章 コンクリー卜の強度つてなんだろう

第 3章左官は職人の技術

第 4章建物を支える基礎と地盤

第 5章施工技術は意外にローテク

第 6章木の性質を知ろう

第 7章 お互い信頼して家をつくるために
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¥新製品レヒコー

KSB500 

FSB500 

高い耐久性と耐衝撃性を誇り、 Recycl e、 Reuse、

新機能セキュリティ対応固定方式

目立オフィス用フロア F S A. F S Bシリーズ

Reduce可能な

F S A '  F S Bシリーズ(スチール製軽量モルタル注入タイプ)、 K S A ' K SBシリース-

(スチール製中空タイフ。)をモテ‘ルチェンジ。従来のねじ込み式 4 箇所/ 枚の

固定方式から、交点固定することにより、レイアウト変更日寺の取扱いか、容易にな

るだけでなく、パネル四隅に特殊七、スを使用することによりセキュリティ対策か‘ 可

能になりました。専用の固定ボルト使用で優れた歩行感が確保されました。省

資源化を実現し、環境対策にも対応可能です。

目立機材株式会社 内装営業部

T EL. 03- 3615- 5431  URL. http:// www.hitachi -ki zai. co.jp 

環境に配慮した耐火被覆材として業界で初めてエコマークを取得

〔新湿式せつこう・ ロックウール系欧付耐火被覆材〕

「耐火一番」ブロベストR X - W

「耐火一番」ブ口ベストRX - Wは、資源の有効活用を担うため主原料の6 3 %

に再生材料を使用し、耐火被覆材として初めて工コマークを取得した環境に

やさしい製品です。 < 工コマーク認定番号04123001>また、施工現場での発

生廃材をリサイクル可能として、産業廃棄物の場外への搬出を抑制します。

新開発の「新湿式工法J の採用により密実な優れた耐火層を形成し、また、

耐熱性の高い従来のセメント・ロックウール組成に加え、せつこうおよび、高吸

36 

熱性材料を添加することによって優れた耐火性を発揮します。ロックウ ル系

吹付耐火被覆材として最も薄い被覆厚さを実現しました。

< 例 : 柱 1 時 間 耐 火 構 造 被覆厚さ 1 0 mm>

さらに、新規採用の細粒化ロックウール供給装置により、凹凸が少ないきれ

いな表面です。 原料もすべて白色系の原料に限定し、白さを際立たせたきれ

いな仕上がりですので、見え掛かりの部分に自信を持ってお使いいただけます。

株式会社工ーアンドエーマテリアル

T EL. 06-6312・1765 URL. http:// www.aa- mater旧I. co. j p

|新製品のア ピールはこの欄で! !  !  

設計や施工に携わる多くの会員の方々は、 日々進歩する製品の情報取得に労力を割かれてい

ます。この “新製品レ ヴ‘ュ一" 欄を利用して、新製品のアピールをされてはいかがでしょうか。

建築にかかわる製品で、社会から求められている環境に配慮した新製品、新工法、新システ

ムなどをご紹介くださ い。

. スペースは 1/ 4 頁 (タテ60m mX ヨコ 190mm)

P R原稿の文字数は210字以内 (ヨコ 35字X 6 行以内)。

ご社名、電話番号、ホ ムベ ジ・ E メールアドレス

製品等の写真 1 - 2 点( 写真サイズ: タテ6 0 mmx ヨコ8 7 mm)

. 間 合 先 編 集 部 鶴 田 晴 子

大阪市中央区大手前ト7- 31

O M Mビル 7 階 電 話06- 6946- 6981

E- mai l :  ken- sha_t@aaj . or. jp 



あ恕たの身近に扇町亨零フランド

日本で最初の防災メーカーとして誕生した私たちは、 87年という永い年月を人々の安全と安心のために俸げ

てきました。まさにそれは 「ホーチキの歴史は火災防災の歴史」といっても過言ではありません。

そしてこれからも 、火災による犠牲者がなくなるまで人々を見守り続けることが、私たちの使命なのです。

お

れ

も

、

. 共同住宅用スプリンクラー設僑

. 屋内 ・屋外消火柱設備

・ ドレンチャ ー設備

・窒素消火設備

. FM- 200消火設備

. トンネル非常用設備

- スプリンクラー設備

. 放水銃システム

. 連結送水管 ・連結散水設備

・j包消火設備

・二酸化炭素消火設備

. 粉末消火設備

. 鍵管理設備

. 郵便不審物選別装置

・防犯カメラ

- 出入管理設備

. 防犯設備

.x線透視装置

と

れ

も

み

ん

恕

ホ

l

チ

キ

で

す

。

- 自動火災報知設備 ・非常嘗報設備

・火災通報装置 ・無縁式火災篭報設備

・ガス漏れ火災嘗報設備 . 超高感度煙検知システム

・プラン 卜防災設備 ・防排煙制御設備

・共同住宅用自動火災報知設備

ｾｬ 昌男

リ= ューアルもお佳世ください。

陸備・システムのリニューア' " かS、

電子部晶の安損まで。

早めの対応で、今日も安心!

いよいよ平成1 8隼6 月1目

かS 輔篇住宅への砲穂陸置

がスタート!

( 東京都では平成 16年 10月1日より)

住宅用火災嘗報器は、

火災防災のプロフェ ッシ ョナル、

6 . - 亨零の製品をお選びくだ

さい。

ご存知ですか?

ホーテキのメンテナンス1; 1: 万主です。

建物も『脂備の健康露間』で、

いつも元気!

詳細は、胸 :1刷 W. 岡山iki.CD.jpへ

火災報知 ・消大 ・トンネル防災 ネットワーヲ・出入管理など各種システムの製造、販売、路工、保守

.....-::.. 圃圃圃・....・L.. ・・.&&..・・・・...圃圃圃圃........

. . . . 司司F tmz.¥ :a=l I  
社 〒141 - 8660 東京都品川区上大崎2- 10- 43一一一一一一一T E L 03( 3444)4111 F AX 0 3(3444)4118 本



あらゆるニーズに対応する

文化シャッターの防火防煙シリーズ

園

文化シャツヲー

都市と暮らしの安全を守るうえでますます重視される防災 シャッター。

文化シャッターは、常に課せられたテーマに真 撃に取組み、防災 設 計

と快適空 間づくりに新しい提案をしていきます。
く
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0
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O

O

K

H

防火( 防煙) 区画がホールレスの

スッキリ空間に!

- 新開発の 《ポールレスシャッター》は、

固定式であったガイドレール中柱を

可動・ 2 つ折り方式で天井内に収納。

- 従来の防火 ( 防煙) シャ

ッターではじやまな力、イ

ドレール中柱をなくして、

使い勝手のよいスッキリ

としたフロアスペースを

実現します。

通常時は ¥ 

ガイドレール用

中柱は天井内に

収納されて J  

います。 "

シャッター ¥ 

降下とともに

ガイドレール用 i  

中柱が作動

します。
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業 界No. 1 のコンパクト化を実現!

- 天井納まりの制約を少なくするため、

シャッターケース高さを極力小さく

することをコンセブ卜に開発。

・ピッチ6 2 mmの新スラット ( F・6 6)

を採用し、従来型防煙シャッターの

約 112 のケース高さで業界NO.l の

コンパクト化を実現。

・はさまれ事故防止のために障害物

感知装置( 当社独自開発のコードプ

ーリ式) を装備しても、ケース高さ

寸法は変わりません。

mm 
290 

天井納まり

文化シャツヲー株武会社

関西支社営業推進部 干5 4ト00 5 2 大阪市中央区安土町 ト7. 20 トヤマピル中央館8 F T E L 0 6  ( 62 6 4)  0 6 1 8  

UR L  http: //www. bunka- s. co. j p E-mai l :  kandeve@mai l. bunk白- S. CO. J P

雑誌 03379- 11


